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  P. 4		 課題整理

	 		 教師の「リフレクション」の質を高め、４つのポイントを踏まえて、学校全体で授業改善を推進
	 		 国立教育政策研究所　研究企画開発部　総括研究官　千

ち ち ぶ

々布敏弥

  P. 7		 実践事例 1 		千葉県立千葉北高校
	 		 育成を目指す資質・能力と評価規準を示したシラバスを、全科目で作成
	 		 授業実践　P.8国語　P.10生物

  P. 13	 実践事例2 		静岡県立静岡東高校
	 		「総合的な探究の時間」の不断の改善が、教科の授業改善にもつながる
	 		 授業実践　P.14総合的な探究の時間　P.16化学

  P. 19	 実践事例3 		広島県立神
かん

辺
なべ

旭
あさひ

高校
	 		 マスタールーブリックを礎に、生徒の主体的な学びを支援する
	 		 授業実践　P.20地理　P.22英語

  P. 25	 本特集テーマのnext 　
	 		「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させることで、
	 		「主体的・対話的で深い学び」を実現
	 		 上智大学　総合人間科学部教育学科　教授　奈須正裕

新学習指導要領下の
授業改善

─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント

高校の新学習指導要領が実施されて４か月が過ぎました。ご勤務校の１学年団や１年生の様子はいかがでしょうか。

新学習指導要領の理念を実現する場の中心となる授業については、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの改善

が求められています。その視点は、以前は「アクティブ・ラーニング」と呼ばれ、既に多くの授業改善の実践が蓄積

されてきました。ただ、そうした授業改善が組織的に進んでいるのかというと、その割合は２割強にとどまっていま

す（弊社の調査結果［＊］より）。また、「全教科・科目の授業に、生徒同士による対話の時間を設けるようにしている」

など、形式的な面のみをもって「組織的に取り組めている」としてしまっているといった声をお聞きすることも少な

くありません。かつて「アクティブ・ラーニング」が「活動あって学びなし」と懸念されたように、「主体的・対話

的で深い学び」の視点からの組織的な授業改善が、「形そろえて学びなし」とならないように留意することが求めら

れます。では、どのような状態になっていれば、真に組織的に推進できていると言えるのでしょうか。今号は、その

点について、現場の声や識者の見解、４月号の特集に登場した３校の実践を基に考えます。

 編集部　統括責任者　柏木　崇	

＊　ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（2021年２～３月にウェブとファクスで実施。回答校数 1,024 校）
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　新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
は
、
授

業
づ
く
り
の
主
語
を「
教
師
」か
ら「
学

習
者
」に
転
換
し
た
こ
と
が
、実
に
画

期
的
で
し
た
。そ
う
し
た
背
景
に
は
、

学
校
が
知
識
偏
重
の
授
業
か
ら
な
か
な

か
抜
け
出
せ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」が
成
立
す
る
の
で
す

（
図
１
）。

　そ
し
て
、新
学
習
指
導
要

領
の
解
説
で
は
、「
主
体
的

な
学
び
」「
対
話
的
な
学
び
」

「
深
い
学
び
」の
視
点
か
ら

の
授
業
改
善
に
よ
っ
て
質
の

高
い
学
び
を
実
現
し
、資
質・

能
力
を
身
に
つ
け
、学
習
内

容
を
深
く
理
解
し
、生
涯
に

わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
視
点
か
ら
の

組
織
的
な
授
業
改
善
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
順
守
で
は
な
く
、
教
師
が
「
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
（
省
察
）」
の
質
を
高
め
る

こ
と
で
実
現
し
ま
す
。
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

と
い
う
言
葉
に
よ
り
、「
教
師
の
指
導
」

で
は
な
く
、「
学
習
者
に
と
っ
て
の
学

び
」
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
前
面
に
打

ち
出
し
、
授
業
の
あ
り
方
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
す
。

　誤
解
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
学
習
者
が
主
語
に
な
る
か
ら
と

言
っ
て
、
教
師
の
主
体
性
は
必
要
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
習

者
と
教
師
の
双
方
の
主
体
性
が
発
揮
さ

れ
る
と
こ
ろ
に
、資
質
・
能
力
を
育
む

ン
に
は
、「
技
術
的
」「
実
践
的
」「
批

判
的
」
の
３
段
階
が
あ
り
、
教
師
の
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
は
、
学
校
全
体
で

組
織
的
に
取
り
組
み
、
教
師
同
士
の

教
師
の
「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
質
を
高
め
、

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、
学
校
全
体
で
授
業
改
善
を
推
進

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
、
真
に
組
織
的
な
取
り
組
み
と
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
。
教
育
経
営
学
や
授
業
研
究
を
専
門
と
し
、
学

校
の
組
織
開
発
支
援
に
取
り
組
む
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
千ち

ち々

布ぶ

敏
弥
総
括
研
究
官
に
話
を
聞
い
た
。

課題整理

国
立
教
育
政
策
研
究
所
　

研
究
企
画
開
発
部 

総
括
研
究
官

千
々
布
敏
弥　
　

ち
ち
ぶ
・
と
し
や

文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
入
省
後
、
大
学
教
員
を
経
て
、

１
９
９
８
年
か
ら
国
立
教
育
研
究
所
（
現
国
立
教
育
政
策
研

究
所
）
の
研
究
官
と
し
て
、
都
道
府
県
・
自
治
体
の
学
力
向

上
施
策
の
支
援
な
ど
を
行
う
。
主
な
著
書
に
、『
先
生
た
ち
の

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に
近
づ

く
、た
っ
た
一
つ
の
習
慣
』（
教
育
開
発
研
究
所
）な
ど
が
あ
る
。

学
習
者
と
教
師
、双
方
の
主
体
性
が

深
い
学
び
を
成
立
さ
せ
る

図１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
「学習者」と「授業者」の視点の往還

※国立教育政策研究所「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の
視点について」（2020）を基に編集部で作成。

「授業者」
における

授業の改善

「学習者」
における

学びの改善

主体的・
対話的で深い

学びの実現

資質・能力の獲得
生きる力の育成
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つ
な
が
り
な
ど
を
強
め
て
い
く
中
で
高

ま
っ
て
い
く
も
の
で
す
（
図
２
）。

　「
技
術
的
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
段

階
に
い
る
教
師
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

に
技
術
や
手
法
を
授
業
に
適
用
す
る
だ

け
で
す
が
、
一
歩
進
ん
で
「
実
践
的
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
達
す
る
と
、
場
面

に
応
じ
て
即
興
的
に
意
思
決
定
を
し
て

生
徒
に
対
応
し
ま
す
。「
批
判
的
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
段
階
で
は
、
教
科
の

目
標
や
学
校
教
育
目
標
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
な
ど
を
常
に
意
識
し
、

日
々
の
授
業
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
る
視
点
が
、
授

業
改
善
に
は
欠
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
の

多
く
は
、
一
部
の
教
師
の
取
り
組
み
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
、
そ
れ

を
い
か
に
し
て
組
織
的
な
取
り
組
み
に

す
る
か
が
課
題
で
す
。
組
織
的
な
取
り

組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
４
つ
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
（
図
３
）。

●
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
●１ 

目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る

　
授
業
改
善
を
組
織
的
な
取
り
組
み
に

す
る
上
で
何
よ
り
重
要
な
の
が
、
教
師

間
で
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
で

す
。
学
習
指
導
要
領
の
理
念
や
自
校
の

教
育
目
標
に
照
ら
し
て
、
授
業
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
な
ど
を
明
確
に

し
、
そ
の
共
通
認
識
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
大
阪
教
育
大
学
の
田
村

知
子
教
授
が
提
唱
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
モ
デ
ル
図
（
＊
）

な
ど
を
使
っ
て
、
自
校
の
教
育
目
標
や

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業

に
つ
い
て
、
自
校
の
教
師
同
士
で
議
論

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
既
に
学
校
教
育
目
標
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
形
骸
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
形
式
的
、
網
羅

的
に
な
ら
な
い
よ
う
、
真
に
実
現
し
た

い
目
標
に
絞
り
込
み
、
教
科
、
学
年
、

学
校
全
体
の
各
レ
ベ
ル
で
、
授
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

●
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
●２ 

共
通
の
指
針
を
設
け
、
授
業
を
構
築
す
る

　
教
育
委
員
会
や
学
校
が
、
授
業
改
善

の
た
め
に
、
授
業
の
展
開
や
手
法
な
ど

に
つ
い
て
の
共
通
の
指
針
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
実

践
す
る
の
は
「
技
術
的
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
あ
り
、
理
想
と
は
遠
い
状
態
で

す
。
し
か
し
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質

は
、
一
足
飛
び
に
高
め
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
通
の
指
針
を
あ
る

程
度
参
考
に
し
な
が
ら
授
業
改
善
を
図

る
こ
と
は
効
果
的
で
す
。
他
校
が
成
功

し
た
授
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
導
入
す
る
こ

と
も
悪
く
な
い
で
し
ょ
う
。た
だ
し
、そ

の
状
態
を
続
け
る
こ
と
は
感
心
し
ま
せ

ん
。
少
し
ず
つ
実
践
的
・
批
判
的
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
単
元
の
目
標
を
意
識
し
、
自
分
で
単

個
人
レ
ベ
ル
の
授
業
改
善
を

学
校
全
体
に
広
げ
る
こ
と
が
重
要

＊　『VIEW21』高校版2016年８月号P.4〜 7参照。
https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article06465/

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集

図２

図３

「リフレクション」の３つの段階

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業
改善を、組織的な取り組みにする４つのポイント

※千々布総括研究官への取材を基に編集部で作成。

※千々布総括研究官への取材を基に編集部で作成。

批判的
リフレクション

学校教育目標や育成を目指す生徒像などを常に意
識しながら、目の前の生徒の実態を踏まえて育て
たい力を柔軟に捉え、日々の実践に結びつける。

実践的
リフレクション

教室で起きる事実に従い、その問題解決方法を自
分で考える。即興的に意思決定をして、生徒に対応。

技術的
リフレクション

マニュアル通りに技術や手法を授業に適用する。
生徒の想定外の反応や発言があると対処できない。

１目標・ビジョンを共有する
育てたい生徒像や、育成を目指す資質・能
力などを明確にして教師間で共有し、教師
の目的意識を高める。

２共通の指針を設け、授業を構築する
教育委員会や学校が定める授業の指針など
を参考にして、学校全体で共通の手法を実
践することは、初期段階では効果的。

３個々に創意工夫する余地を持たせる
教師一人ひとりの発想を取り入れる授業改
善を進めるようにし、「エージェンシー（自
主性・自律性）」を発揮させる。

４実践の成果を検証する仕組みを設ける
教師が目標を意識して取り組む姿勢などに
着目して、取り組みの成果を検証し、次の
課題を見いだす。
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元
の
指
導
計
画
を
作
成
し
て
み
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
学
習
指
導
要
領
や
そ
の

解
説
、教
科
書
を
見
な
が
ら
、単
元
の

授
業
構
成
や
各
授
業
の
内
容
を
検
討
す

る
過
程
で
、「
自
分
は
ど
ん
な
授
業
を

つ
く
り
た
い
の
か
」「
生
徒
が
身
に
つ

け
る
べ
き
力
は
何
か
」
な
ど
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
で
、各
教
師
の

授
業
力
は
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

●
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
●３

個
々
に
創
意
工
夫
す
る
余
地
を
持
た
せ
る

　
共
通
の
指
針
を
参
考
に
し
な
が
ら

も
、
教
師
が
個
々
に
創
意
工
夫
を
す
る

余
地
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

共
通
の
指
針
に
基
づ
い
た
、「
技
術
的

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
授
業
を
続

け
る
中
で
、次
第
に「
こ
う
す
れ
ば
も
っ

と
よ
く
な
り
そ
う
だ
」
と
い
っ
た
発
想

が
生
ま
れ
る
こ
と
が
「
実
践
的
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が

自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
、「
批

判
的
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
段
階
に
到

達
し
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
教

師
の
自
主
的・自
律
的
な
姿
勢
で
あ
り
、

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
教
育
目
標
が
し
っ
か
り
と
共
有
さ
れ

て
い
る
学
校
で
は
、
教
師
の
授
業
ス
タ

イ
ル
が
次
第
に
似
通
っ
て
き
ま
す
が
、

個
々
の
教
師
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
尊

重
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、「
毎

授
業
、
生
徒
が
活
動
す
る
時
間
を
最

低
１
回
は
設
け
る
」
と
い
っ
た
一
律
の

ル
ー
ル
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、
生
徒

の
状
態
や
学
習
の
目
的
に
応
じ
た
判
断

を
認
め
る
こ
と
で
、
教
師
個
々
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
が
発
揮
さ
れ
、
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
質
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

●
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
●４

実
践
の
成
果
を
検
証
す
る
仕
組
み
を
設
け
る

　
授
業
改
善
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め

に
は
、
成
果
や
課
題
を
検
証
す
る
仕
組

み
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、検
証
で
は
、

目
標
を
意
識
し
て
取
り
組
む
教
師
の
姿

勢
に
着
目
す
べ
き
で
す
。

　
生
徒
が
授
業
の
目
標
を
意
識
す
る

と
、
授
業
の
終
わ
り
に
「
こ
こ
ま
で
理

解
で
き
た
」「
次
は
こ
れ
を
学
び
た
い
」

と
い
っ
た
振
り
返
り
が
自
然
と
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う

に
、「
ど
の
よ
う
に
授
業
を
変
え
た
い

か
」
と
い
っ
た
目
標
を
教
師
が
強
く
意

識
し
て
い
る
と
、
成
果
や
課
題
が
明
確

化
し
ま
す
。
教
師
が
そ
う
し
た
振
り
返

り
が
で
き
る
よ
う
な
検
証
の
仕
組
み
が

望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　
ど
の
学
校
・
教
師
に
も
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
授
業
改
善
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
学
校
が
置
か
れ
て

い
る
環
境
や
教
師
の
状
況
な
ど
が
大
き

く
異
な
る
か
ら
で
す
。「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授

業
改
善
を
、
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す

る
た
め
に
は
、管
理
職
や
分
掌
主
任
が
、

自
校
の
授
業
改
善
の
段
階
を
見
極
め
、

取
り
組
み
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
共
有

さ
れ
て
い
る
か
、
教
師
個
々
の
授
業
改

善
は
進
ん
で
い
る
か
、
教
師
同
士
が
高

め
合
う
関
係
が
で
き
て
い
る
か
な
ど
、

様
々
な
視
点
で
自
校
の
状
態
を
把
握
し

て
く
だ
さ
い
。

　
授
業
改
善
の
進
め
方
も
、
学
校
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
最
初
に
自
校
の
教
育
目
標
に

つ
い
て
議
論
し
て
、
共
通
の
指
針
を
参

考
に
授
業
改
善
に
取
り
組
み
、
個
々
の

創
意
工
夫
を
促
し
て
い
く
進
め
方
も
あ

れ
ば
、具
体
的
な
実
践
か
ら
入
り
、そ
こ

で
見
え
て
き
た
こ
と
を
基
に
、
目
標
や

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
っ
た

進
め
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
組
織
に
も

発
達
段
階
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
れ
を

達
成
し
た
ら
、次
は
こ
れ
」と
、状
況
に

鑑
み
て
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
授
業
改
善
を
支
え
る
授
業
研
究
に

も
、
多
様
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
指
導

案
の
作
成
に
重
点
を
置
く
の
か
、
指
導

案
は
簡
略
化
し
て
授
業
研
究
の
実
施
回

数
を
増
や
す
の
か
な
ど
、
自
校
の
状
況

を
踏
ま
え
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
個
々

の
教
師
と
同
じ
く
、
組
織
も
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に

大
き
く
近
づ
い
て
い
く
は
ず
で
す
。

本
誌
４
月
号
の
特
集
に
登
場
し
た
３
校
の
実
践
を
紹
介

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
本
誌
４
月
号
の
特
集
に
登
場
し
た
３
校
が
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
ど
の
よ
う
に
組
織
的
に
進

め
て
い
る
の
か
、
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
て
紹
介
し
て
い
く
。

教
師
と
同
じ
く
、
組
織
も

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
発
揮
が
必
要
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千
葉
県
立
千
葉
北
高
校
は
、２
０
２
１

年
度
、教
科
ご
と
に
作
成
し
た
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
、各
科
目
の
シ
ラ
バ
ス

を
整
え
、22
年
度
の
１
学
年
か
ら
シ
ラ

バ
ス
に
基
づ
い
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
各
教
科
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
は
、
観

点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
３
つ
の
観
点

（
以
下
、
３
観
点
）
と
、「
７
つ
の
北
高

力
」（
徹
底
力
、課
題
発
見
力
、思
考
力
、

実
践
力
、
創
造
力
、
協
働
力
、
自
己
改

善
力
）
を
学
習
評
価
の
観
点
と
し
て
設

定
し
、３
段
階
の
評
価
基
準
を
示
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
各
科
目
の
シ
ラ
バ

よ
っ
て
、
教
師
も
生
徒
も
、
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
授
業
で
意
識
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　
科
目
担
当
者
は
、
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ

い
て
授
業
案
や
教
材
、
評
価
方
法
な
ど

を
決
め
る
が
、
そ
の
や
り
方
や
手
立

て
は
各
教
科
に
任
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
英
語
科
で
は
、
綿
密
な
指
導
計
画

の
下
で
教
師
間
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

い
る
。
理
科
で
は
、
同
じ
科
目
で
も
異

な
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
う
な
ど
、
教

師
の
裁
量
権
を
大
き
く
し
た
。

　
学
校
全
体
で
の
「
７
つ
の
北
高
力
」

と
各
教
科
の
学
習
目
標
の
到
達
度
は
、

年
２
回
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
に
係
る
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
検
証
す
る
予
定
だ
。

ス
に
は
、
学
習
の
到
達
目
標
や
計
画
、

科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
、
評
価
の
材
料・

方
法
を
明
記
し
た
（
図
）。
各
科
目
の
評

価
は
、
教
科
の
到
達
目
標
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
そ
の
目
標
は
「
７
つ
の
北

高
力
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
評
価
規
準
と
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
す
る
こ
と
で
、
各
教
科
が
評
価
の

説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
と
も
す
る
と
、
日
々
の
授
業

で
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
へ

の
意
識
が
薄
れ
が
ち
だ
が
、「
７
つ
の

北
高
力
」
を
結
び
つ
け
た
シ
ラ
バ
ス
に

●1

●2●4 ●3

同校の新教育課程及び
その編成に向けた取り組
みは、本誌４月号・特集
P.8〜11をご覧ください。

●２

シ
ラ
バ
ス
で
学
習
の
到
達
目
標
を
共
有
。

そ
の
上
で
、教
師
個
々
の
裁
量
を
重
視

展望 状況授業実践

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
評
価
規
準
を

示
し
た
シ
ラ
バ
ス
を
、
全
科
目
で
作
成

徹
底
し
た
教
師
間
で
の
議
論
を
経
て
教
育
課
程
を
編
成
し
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
で
あ
る
「
７
つ
の
北
高
力
」
を
中
核

と
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
以
下
、
Ｇ
Ｄ
）
や
、
各
教
科
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
策
定
し
た
千
葉
県
立
千
葉
北
高
校
。
シ
ラ
バ

ス
の
活
用
を
通
じ
て
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
が
活
発
化
し
て
い
る
。

1
実践事例

千葉県立
千葉北高校

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み

図 科目のシラバス「現代の国語」（抜粋）

※学校資料を抜粋して掲載。
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国
語
科
で
は
、シ
ラ
バ
ス
を
通
し
て
学
習
の
到
達

目
標
を
共
有
し
て
い
ま
す
。シ
ラ
バ
ス
に
掲
載
し
て

い
る
「
評
価
の
観
点
」
で
は
、
３
観
点
と
「
７
つ
の

北
高
力
」を
ひ
も
づ
け
て
い
る
の
で
、
各
科
目
と
Ｇ

Ｄ
と
の
つ
な
が
り
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
本
時
は
、「
７
つ
の
北
高
力
」
の
う
ち
、
３
観
点

の
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
に
ひ
も
づ
く
「
思
考
力
・

実
践
力・創
造
力
」
の
育
成
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
シ
ラ
バ
ス
で
学
習
の
到
達
目
標
と
し
て

挙
げ
て
い
る
「
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
伝
え

合
う
力
を
高
め
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
広
げ
た

り
深
め
た
り
す
る
」
こ
と
を
特
に
意
識
し
て
、
授

業
を
構
成
し
ま
し
た
。

　「
現
代
の
国
語
」
は
４
人
で
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

教
材
と
評
価
の
材
料
（
授
業
態
度
・
小
テ
ス
ト
・

定
期
考
査
・
提
出
物
）は
科
目
共
通
に
し
て
い
ま
す
。

評
価
の
材
料
の
１
つ
で
あ
る
単
元
末
の
課
題
は
、シ

ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
段
階
で
担
当
者
間
で
話
し
合

い
、
お
お
よ
そ
の
内
容
を
決
め
ま
し
た
。例
え
ば
、

本
時
の
単
元
で
は
、「
筆
者
の
考
え
を
基
に
、
科
学

技
術
の
発
展
が
人
間
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

例
に
つ
い
て
考
え
、文
章
に
ま
と
め
る
」と
い
っ
た

課
題
を
設
定
し
ま
し
た
。講
義
形
式
か
、ペ
ア
ワ
ー

ク
な
ど
を
取
り
入
れ
る
か
と
い
っ
た
授
業
の
方
法

も
、シ
ラ
バ
ス
に
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ラ
バ
ス
で
授
業
の
方
向
性
を
統
一
し
つ
つ
、

授
業
の
進
め
方
自
体
は
教
師
の
裁
量
に
委
ね
、
個
々

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
本
時
で
は
、
素
材

文
を
読
解
す
る
前
に
、
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

サ
イ
ボ
ー
グ
・
ク
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
違
い
と
、

そ
れ
ら
が
私
た
ち
の
生
活
に
入
っ
て
き
た
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
わ
せ
ま
し
た
が
、そ
れ
は
私
個
人
の
工
夫
で

す
。
授
業
の
中
に
一
定
の
裁
量
が
あ
る
方
が
、
教

師
の
持
ち
味
や
得
意
分
野
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
教
師
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

●１

●２

●３
●３

2 1

１
学
年
担
任

堀
井
瑞
紀　

ほ
り
い
・
み
ず
き

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
国
語
科
。

展望 状況授業実践実践事例１ 千葉県立千葉北高校

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

シ
ラ
バ
ス
の
到
達
目
標
を
意
識
し
て
授
業
を
構
成

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
国
語
／
現
代
の
国
語　
［
分
野
・
単
元
］
山
崎
正
和
『
サ
イ
ボ
ー
グ
と
ク
ロ
ー
ン
人
間
』（
全
４
時
間
の
う
ち
の
１
時
間
目
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
主
体
性
　［
学
習
内
容
］
素
材
文
に
登
場
す
る
「
サ
イ
ボ
ー
グ
・
ク
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
違
い
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人
間
の
生
活

に
入
っ
て
き
た
際
に
生
じ
る
と
思
う
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
そ
れ
を
共
有
し
た
。

３つの言葉の意味を
調べ、定義を共有 到達目標を提示

生徒は各自、サイボーグ・クローン・ロボッ
トの意味を辞書で調べた。挙手をした３人
が、それぞれ調べた内容を発表し、言葉の
定義を全体で共有した。次に、その３つが、
人間の生活に入ってきた際に生じると思わ
れるメリットとデメリットを個人で考えた。

堀井先生は、素材文とその筆者について紹
介し、本単元の目標が、「筆者の考えを踏
まえて、科学が人間の生活に影響を及ぼし
た例を考えて文章化すること」だと説明。
本時の目標は、「サイボーグ・クローン・ロ
ボットについて理解すること」だと伝えた。

13:24 13:20
本時

の
概要

国
語
生
徒
同
士
に
よ
る
対
話
を
中
心
と
し
た
授
業
で
、

単
元
の
学
習
内
容
へ
の
関
心
を
高
め
る

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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本
時
で
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
う
ち
、「
対
話
的
な
学
び
」
を
重
視
し
ま
し
た
。

国
語
科
で
は
、生
徒
が
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ

を
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
、筆
者
の
考

え
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考
え
を
よ
り
深
め
て
い
く

こ
と
を「
対
話
的
な
学
び
」と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ボ
ー
グ
・
ク
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ

の
定
義
と
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
グ
ル
ー
プ
で

考
え
る
こ
と
で
、筆
者
の
主
張
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

く
な
る
と
考
え
ま
し
た
。辞
書
に
書
か
れ
て
い
る「
身

体
の
一
部
を
人
工
物
に
し
た
」と
い
う
サ
イ
ボ
ー
グ

の
定
義
か
ら
、
医
療
で
使
う
器
具
を
サ
イ
ボ
ー
グ

の
例
に
挙
げ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
次
時
以
降
で
、

「
自
分
は
こ
う
考
え
た
。
で
は
、
筆
者
は
…
…
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
読
解
が
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
時
の
活
動
で
、生
徒
が
ど
の
程
度
の
知

識
を
持
っ
て
い
る
か
を
私
が
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
そ
れ
を
次
時
以
降
の
授
業
展
開
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
、
私
は
講
義
中
心
の
授
業
を
行
う

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
シ
ラ
バ
ス
に
記
し

た
「
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
力
を

高
め
」
る
た
め
に
、生
徒
が
話
し
合
う
活
動
を
取
り

入
れ
る
べ
く
、授
業
改
善
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
国
語

科
全
体
で
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
こ
と
で
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
を
授
業
に
取

り
入
れ
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、３
つ
の
単
元
を
終
え
た
現
在
、生
徒
の

主
体
性
を
引
き
出
し
、思
考
を
深
め
る
た
め
に
は
、

活
動
中
心
の
授
業
が
効
果
的
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、国
語
科
内
で
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
生
徒
の

状
況
を
共
有
し
な
が
ら
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ

授
業
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　本
校
に
は
、
自
分
の
考
え
は
持
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
口
に
出
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
箇
条
書
き
に
し
か

で
き
な
い
生
徒
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
生
徒
同
士
で
対
話
を
さ
せ
た
り
、
思
考
を
言
語
化
さ
せ
た
り
す
る
活
動
を
で
き
る
だ
け
行
う

こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
で
表
現
し
、
他
者
に
伝
え
る
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
活
動
に
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
、
個
人
ワ
ー
ク
や
対
話
を
通
し
て
出
た
生
徒
の
考
え
を
踏
ま
え
て
、
発
問
や
授

業
展
開
を
柔
軟
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
課
題
で
す
。
Ｇ
Ｄ
に
示
さ
れ
て
い
る
「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
自
ら
創
り
だ
す
」
生
徒
を

育
む
た
め
に
も
、
生
徒
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
授
業
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
を
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

科目のシラバス、単元の指導
計 画 は、 に
掲載。「TOP →学校教育情報誌

『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」または、下記２次元
コードからご覧ください。 

4 3

深
い
読
解
に
向
け
て
レ
ディ
ネ
ス
を
そ
ろ
え
る

活
動
中
心
の
授
業
に
手
応
え

各グループの発表と
素材文の読解

メリット・デメリットを
グループで話し合う

各グループの代表者がグループの意見を黒
板に書き、生徒がサイボーグ・クローン・
ロボットに関する自分の考えを整理したと
ころで、堀井先生が素材文を音読。生徒は、
各段落が３つのどれについて書いているの
かを確認しながら音読を聞いた。

４人１組になり、各自が考えたメリット・
デメリットを発表。聞き手は、発表者の考
えをワークシートに書き留めた。「サイボー
グは、体の不自由な人のためになる」「ロ
ボットは、仕事の効率を上げるけれど、人
間の仕事を奪う」といった意見が出ていた。

13:49 13:40

本時のキー課題

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集
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理
科
で
は
、新
学
習
指
導
要
領
と
「
７
つ
の
北
高

力
」、理
科
共
通
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
各
科

目
の
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
が
科
目
の

到
達
目
標
を
共
有
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　「
生
物
基
礎
」
は
、
３
人
の
教
師
で
担
当
し
て
お

り
、３
人
で
共
通
と
し
て
い
る
の
は
、
授
業
進
度
と

評
価
方
法
、
定
期
考
査
の
問
題
、
各
単
元
で
行
う
実

験
の
内
容
で
す
。
授
業
で
使
用
す
る
プ
リ
ン
ト
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
含
め
た
授
業
の
進
め
方
、
活
動

の
内
容
な
ど
は
、
各
教
師
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
年
度
初
め
に
、
ど
こ
ま
で
指
導
方
法
を
そ
ろ
え

る
べ
き
か
、３
人
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

学
習
目
標
と
学
習
評
価
の
方
法
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、

個
人
の
裁
量
で
授
業
づ
く
り
を
し
た
方
が
、
私
た

ち
も
授
業
を
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考

え
に
至
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
本
時
で
使
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は

私
独
自
の
も
の
で
す
が
、
プ
リ
ン
ト
や
レ
ポ
ー
ト

の
記
述
内
容
を
ど
の
程
度
、
評
価
対
象
と
す
る
の

か
は
、
科
目
内
で
統
一
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期

考
査
の
問
題
は
、
今
年
度
か
ら
科
目
内
で
統
一
し

ま
し
た
。以
前
は
、同
じ
科
目
で
も
、教
師
ご
と
に

作
問
し
て
い
た
の
で
、
定
期
考
査
の
統
一
は
、指
導

改
善
の
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
シ
ラ
バ
ス
で
学
習
の
到
達
目
標
を
共
有
し
た
こ
と

で
、私
自
身
の
授
業
へ
の
向
か
い
方
が
変
わ
り
ま
し

た
。ま
ず
、定
期
考
査
の
出
題
範
囲
が
決
ま
っ
て
い

る
た
め
、担
当
教
師
間
で
都
度
話
し
合
い
、授
業
進

度
を
し
っ
か
り
管
理
す
る
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｄ
を
踏
ま
え
て
授
業
づ
く
り
を
行
う
意
識
も

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
Ｇ
Ｄ
に
掲
げ
ら
れ
た

「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
自
ら
創
り
だ
す
」
こ
と

や「
主
体
的
に
物
事
に
取
り
組
」む
こ
と
を
意
識
し
、

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
時
間
を
増
や
し

●１

●２

●３

●2
●４

2 1

１
学
年
主
任

森
谷
一
雅　

も
り
や
・
か
ず
ま
さ

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
10
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

科
目
の
担
当
者
間
で
共
通
事
項
を
検
討

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
理
科
／
生
物
基
礎　
［
分
野
・
単
元
］
遺
伝
子
と
そ
の
働
き
（
全
８
時
間
の
う
ち
の
７
時
間
目
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
主
体
性
　［
学
習
内
容
］
ア
ミ
ノ
酸
配
列
の
決
定
の
仕
方
を
学
ん
だ
前
時
の
授
業
を
踏
ま
え
、
遺
伝
情
報
を
基
に
タ
ン
パ
ク

質
が
ど
の
よ
う
に
合
成
さ
れ
る
の
か
を
、
個
人
ワ
ー
ク
と
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
学
ん
だ
。

DNA に関する
２つの課題に取り組む

前時の復習と
学習内容の提示

ワークシートを基に、１つめの課題「RNA
とDNAとの違い」について、個人で考え
た後、席が近い生徒同士で答えを確認。２
つめの課題「DNAの塩基配列に基づいて
RNAが作られる転写のプロセス」につい
ても、席が近い生徒同士で確認した。

森谷先生は、生徒に問いかけながら、前時
に学んだ赤血球のアミノ酸配列についての
復習を行った。そして、「今日は、遺伝情
報を基に、どのようにタンパク質が合成さ
れ、アミノ酸配列が決定するのかを考えま
す」と、学習内容を提示した。

11:50 11:45
本時

の
概要

生
物
授
業
構
成
や
発
問
な
ど
、授
業
の
す
べ
て
を

Ｇ
Ｄ
の
「
主
体
性
」を
意
識
し
て
行
う

Ｇ
Ｄ
を
踏
ま
え
て
主
体
性
の
涵
養
を
意
識

展望 状況授業実践実践事例１ 千葉県立千葉北高校

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
本
時
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基

配
列
が
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
に
転
写
さ
れ
る
仕

組
み
を
説
明
す
る
際
、
以
前
は
、「
Ａ
に
対
し
て
Ｕ

に
な
る
よ
」
な
ど
と
、
生
徒
が
間
違
い
や
す
い
部

分
を
先
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
個
人
ワ
ー

ク
で
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
を
書
か
せ
、そ
れ
を
ペ

ア
や
グ
ル
ー
プ
で
確
認
す
る
方
法
に
変
え
ま
し
た
。

　
教
科
書
の
構
成
も
、学
習
意
欲
の
向
上
を
意
識
し

た
各
単
元
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
が
あ
る
た
め
、そ
こ

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察
し
て

か
ら
学
習
を
進
め
る
と
い
っ
た
授
業
展
開
を
意
識

し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
、以
前
よ
り
も
生
徒

の
学
習
内
容
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
授
業
に
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
本
時
で
は
、ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を

通
じ
て
、自
ら
間
違
い
に
気
づ
い
た
生
徒
が
多
く
い

ま
し
た
。
自
分
は
ど
こ
で
間
違
え
た
の
か
、何
を
誤

解
し
て
い
た
の
か
を
、
教
師
か
ら
の
指
摘
で
は
な

く
、
自
分
で
気
づ
い
た
こ
と
で
、
知
識
の
定
着
や

深
い
理
解
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
解
説
の
場
面
で
も
、
質
問
形
式
の
発
話
を
意
図

的
に
挟
ん
で
い
ま
す
。「
こ
こ
か
ら
何
が
分
か
り
ま

す
か
」「
ど
ん
な
こ
と
が
言
え
ま
す
か
」
と
問
い
か

け
、
個
人
で
考
え
さ
せ
て
か
ら
、ペ
ア
や
グ
ル
ー

プ
で
そ
れ
を
確
認
す
る
と
い
っ
た
活
動
で
す
。
そ

う
し
た
場
面
を
少
し
で
も
多
く
盛
り
込
む
こ
と
で
、

「
７
つ
の
北
高
力
」の
思
考
力
や
協
働
力
、自
己
改
善

力
な
ど
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、主
体
性
の
評
価
で
す
。
現
在
は
、

挙
手
の
回
数
や
解
答
の
質
な
ど
を
評
価
の
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
徒
が
活
発
に
発

言
す
る
よ
う
に
な
り
、
積
極
性
を
引
き
出
す
面
で

効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
主
体
性
を
測
る
方
法

と
し
て
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て

お
り
、
よ
り
よ
い
評
価
手
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　科
目
内
で
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
共
有
し
た
こ
と
で
、
科
目
の
担
当
者
同
士
で
話
し
合
う
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
授
業
は
ど

こ
ま
で
進
ん
だ
か
、
こ
の
単
元
で
は
発
展
的
な
問
題
を
扱
う
の
か
、
進
度
が
遅
れ
た
場
合
は
ど
こ
を
割
愛
し
た
ら
よ
い
か
と
い
っ
た
情
報

交
換
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。
情
報
交
換
を
通
し
て
得
た
、
先
生
方
の
科
目
に
対
す
る
考
え
方
や
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
自
分
の
授
業

改
善
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
観
点
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、
試
行
段
階
の
た
め
、
改
善
が
必
要
で
す
。

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
課
題
で
す
。
千
葉
県
で
は
今
年
度
、
各
教
室
の
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ

て
ス
ク
リ
ー
ン
に
ス
ラ
イ
ド
を
映
す
程
度
で
す
が
、
今
後
は
、
端
末
を
使
っ
て
生
徒
同
士
が
意
見
を
共
有
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
異

な
る
視
点
を
得
た
り
、
視
野
を
広
げ
た
り
と
い
っ
た
、
よ
り
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
な
授
業
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

科目のシラバス、単元の指導
計 画 は、 に
掲載。「TOP →学校教育情報誌

『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」または、下記２次元
コードからご覧ください。 

4 3

対
話
に
よ
っ
て
「
深
い
学
び
」に
誘
う

mRNAとタンパク質の
アミノ酸配列を考える

アミノ酸とtRNAの
組み合わせを考える

発展問題として、あるDNAの塩基配列に
対するmRNAとタンパク質のアミノ酸配
列について、個人で考えてから、グループ
で話し合った。「ここまでできていたのだ
から、この課題も全員できるはずだよ！」
と、森谷先生は声をかけた。

森谷先生は、タンパク質が作られる「翻訳」
の過程を説明。生徒は、それを基に、アミ
ノ酸と tRNAの組み合わせをワークシート
に記入し、周りの生徒と確認した。森谷先
生から指名された数人の生徒が組み合わせ
を発表し、全体で答えを確認した。

12:28 12:13
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理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
進
ん
だ

結
果
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
示
さ
れ
て
い

る
評
価
規
準
は
妥
当
な
も
の
か
、
授
業

は
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
さ
れ
て
い
る
学
習

の
到
達
目
標
の
達
成
に
資
す
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
観
点
で
情
報

交
換
を
す
る
光
景
が
、
ど
の
教
科
で
も

日
常
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
、
勝
田
幸
裕
校
長
は
言
う
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
前
に
作

成
し
た
シ
ラ
バ
ス
に
血
を
通
わ
せ
る
た

め
に
、
先
生
方
は
、
日
々
生
徒
と
向
き

合
い
、
担
当
者
間
で
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
微
調
整
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
手
探

の
か
と
い
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
活
動
が

授
業
で
果
た
す
役
割
は
何
か
、
対
話
の

時
間
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
文
字
数
は
、

目
的
に
合
っ
て
い
る
か
、
何
事
も
目
的

を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
生
徒
と
教
師
が

共
有
す
る
こ
と
が
、「
深
い
学
び
」
に

到
達
す
る
た
め
に
は
必
要
だ
と
、
勝
田

校
長
は
強
調
す
る
。

　「
生
徒
が
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
し
さ
え
す

れ
ば
、『
対
話
的
な
学
び
』
に
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、

活
動
に
よ
っ
て
生
徒
の
内
面
が
ど
う
変

わ
る
か
で
す
。
ど
の
よ
う
な
活
動
や
発

問
が
生
徒
の
変
化
を
促
し
た
の
か
、
生

徒
の
振
り
返
り
や
自
己
評
価
、
教
師
に

よ
る
行
動
観
察
な
ど
を
基
に
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
見
取
り
、
授
業

改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て

い
く
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
」

　
も
う
１
つ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
だ
。

「
７
つ
の
北
高
力
」
の
育
成
を
重
視
す

る
と
、
生
徒
主
体
の
活
動
が
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
間
を
捻
出
す
る

た
め
の
授
業
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

板
書
の
内
容
を
ス
ラ
イ
ド
で
投
影
し
た

り
、生
徒
の
考
え
は
端
末
に
入
力
さ
せ
、

瞬
時
に
集
約
し
た
り
し
て
い
る
。

り
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
が
、
作

成
し
た
も
の
に
縛
ら
れ
過
ぎ
ず
に
、
走

り
な
が
ら
日
々
工
夫
し
、
授
業
や
学
習

評
価
の
精
度
を
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
現
在
で
も
、
シ
ラ
バ
ス
を
用
い
て
各

科
目
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
組
織
的
な

授
業
改
善
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

強
化
し
た
い
授
業
実
践
上
の
共
通
の
指

針
と
し
て
、
勝
田
校
長
は
次
の
２
つ
を

挙
げ
る
。

　
１
つ
は
、
授
業
内
で
行
う
活
動
の
目

的
の
明
確
化
だ
。
例
え
ば
、
ペ
ア
ワ
ー

ク
の
目
的
は
、
情
報
の
共
有
か
、
解
法

の
確
認
か
、
あ
る
い
は
意
見
の
集
約
な

　
今
後
、
各
教
科
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
校
内
で
共
有
す
る

予
定
だ
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
、

指
導
の
手
法
を
収
集
・
分
析
し
、
教
師

間
で
共
有
す
る
仕
組
み
作
り
も
検
討
し

て
い
る
と
い
う
。

　
授
業
改
善
の
状
況
は
、
７
・
12
月
に

行
う
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

に
係
る
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
検
証
す
る
予
定
だ
。
生
徒
が
各

科
目
で
、「
主
体
的
な
学
び
」「
対
話
的

な
学
び
」「
深
い
学
び
」が
で
き
て
い
る

か
を
自
己
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
集
約

し
て
、
で
き
て
い
る
授
業
と
場
面
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
の
授
業
の
内
容
を
学

校
全
体
で
共
有
し
た
り
、
授
業
を
撮
影

し
た
動
画
を
見
て
、
よ
か
っ
た
点
を
述
べ

合
う
校
内
研
修
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
組
織
的
に
授
業
力
を
底
上
げ
し
て

い
き
た
い
と
、
学
校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
和い

ず
み泉
雄
介
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
の
声
に
向
き
合
う
こ
と
で
、

学
校
全
体
で
新
学
習
指
導
要
領
の
理
念

が
実
現
で
き
て
い
る
か
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、改
め
て
先
生
方
が
、『
主
体
的・

対
話
的
で
深
い
学
び
』
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
授
業
改
善
を
力
強
く
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

●１

●２

●４

進
路
指
導
主
事
、

学
校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

和
泉
雄
介　

い
ず
み
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
９
年
目
。外
国
語
科（
英
語
）。

校
長勝田

幸
裕　

か
つ
た
・
ゆ
き
ひ
ろ

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

学
校
概
要

設
立
　
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
・
３
学
年
３
２
０
人
、
２
学
年
２
８
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
鳥
取
大
、
秋
田
県
立
大
、
東
京
都
立
大
、

都
留
文
科
大
に
４
人
が
合
格
。私
立
大
は
、学
習
院
大
、

國
學
院
大
、駒
澤
大
、昭
和
女
子
大
、成
城
大
、専
修
大
、

中
央
大
、
東
洋
大
、
日
本
大
、
法
政
大
、
武
蔵
大
な

ど
に
延
べ
４
８
６
人
が
合
格
。

授
業
力
の
向
上
を
目
指
し
、
活
動
の
目
的
の

明
確
化
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進

授業実践 状況展望実践事例１ 千葉県立千葉北高校

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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※学校概要、教師のプロフィールは、P.18に掲載。

同校の新教育課程及び
その編成に向けた取り組
みは、本誌４月号・特集
P.12〜15をご覧ください。

　
静
岡
県
立
静
岡
東
高
校
は
、２
０
１
９

年
度
か
ら
「
東
陵
セ
ミ
ナ
ー
（
総
合
探

究
）」
で
行
っ
て
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探

究
学
習
」
を
軸
に
、
同
校
が
生
徒
に
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
「
７
つ
の
資
質
・
能

力
」（
＊
）
を
教
師
間
で
共
有
し
、
授

業
改
善
を
図
っ
て
き
た
。
鈴
木
伸
彦
校

長
は
、「
総
合
探
究
」
の
成
果
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「『
総
合
探
究
』
で
は
、
担
任
・
副
担

任
が
授
業
を
担
当
し
、
観
点
別
評
価
の

３
つ
の
観
点
（
以
下
、３
観
点
）
や
『
７

つ
の
資
質
・
能
力
』
を
踏
ま
え
て
作
成

を
立
て
、
学
期
ご
と
に
実
践
の
プ
ロ
セ

ス
と
結
果
を
振
り
返
る
と
い
う
も
の

で
、
静
岡
県
で
は
県
立
学
校
の
全
教
職

員
が
作
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
21
年
度
末
に
、
新
教
育
課
程

に
合
わ
せ
て
各
教
科
で
シ
ラ
バ
ス
を
作

成
し
、
科
目
ご
と
に
、
学
習
目
標
や

お
お
よ
そ
の
授
業
展
開
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
教
科
内
で

授
業
実
践
上
の
共
通
の
指
針
を
持
っ
て

４
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
各
教
師
の
裁

量
に
任
さ
れ
る
点
は
、
科
目
や
単
元
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、
化
学

で
は
、
学
年
統
一
で
行
う
実
験
を
決
め

つ
つ
も
、
各
教
師
の
得
意
分
野
を
生
か

し
た
実
験
を
行
っ
て
も
よ
い
こ
と
と
し

し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
学
習
評
価

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
実
践

を
経
て
、
教
科
指
導
に
お
い
て
も
、
探

究
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
改
善
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
Ｐ
．

14
〜
17
に
『
総
合
探
究
』
の
授
業
実
践

と
、
探
究
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
『
化

学
』
の
授
業
実
践
を
掲
載
）」

　「
７
つ
の
資
質
・
能
力
」
を
参
考
に

し
な
が
ら
、「
自
己
目
標
シ
ー
ト
」
を

作
成
す
る
教
師
も
増
え
て
い
る
。
こ
の

シ
ー
ト
は
、
自
校
の
学
校
経
営
計
画
書

に
基
づ
き
、
教
師
が
自
身
の
授
業
目
標

た
。
た
だ
し
、
独
自
に
行
う
実
験
は
、

ク
ラ
ス
間
で
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た

め
、学
習
評
価
の
対
象
か
ら
は
外
し
た
。

　
今
後
は
、
一
連
の
授
業
改
善
の
効
果

検
証
を
行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
す
た
め
の
科
目
ご
と
の
シ
ラ
バ
ス
の

作
成
に
取
り
組
み
た
い
と
、鈴
木
校
長

は
語
る
。

　「『
総
合
探
究
』
に
お
け
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
組
織
的
な
運
用
は
、『
７
つ

の
資
質
・
能
力
』の
育
成
に
向
け
て
皆

が
歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
探
究
発
の

授
業
改
善
の
取
り
組
み
が
、
教
科
指
導

に
お
け
る
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
』の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

●1

●2

●4

●3

＊　課題設定解決能力・論理的思考力・自己実現力・自己管理力・ 発信力・自己肯定力・社会参画力の７つ。 

●1
●4

展望 状況授業実践

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」の
不
断
の
改
善
が
、

教
科
の
授
業
改
善
に
も
つ
な
が
る

静
岡
県
立
静
岡
東
高
校
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
以
下
、
Ｇ
Ｄ
）
の
策
定
と
並
行
し
て
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以

下
、「
総
合
探
究
」）
で
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
授
業
づ
く
り
と
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の

方
法
を
模
索
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
今
、
教
科
で
の
授
業
改
善
と
学
習
評
価
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

2
実践事例

静岡県立
静岡東高校

全
校
体
制
で
の
「
総
合
探
究
」の
推
進
に
よ
っ
て
、

新
学
習
指
導
要
領
が
示
す
授
業
観
・
評
価
観
が
浸
透

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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　「
総
合
探
究
」
は
、
２
０
１
９
年
度
の
１
年
生
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
、
３
年

間
か
け
て
先
生
方
の
協
力
で
全
校
体
制
を
実
現
し

ま
し
た
。
今
年
度
の
２
学
年
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17

の
目
標
別
に
結
成
し
た
57
チ
ー
ム
、
台
湾
の
高
校

生
と
の
交
流
会
が
あ
り
、
英
語
で
発
表
す
る
３
チ
ー

ム
、
静
岡
県
立
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
探
究
す
る

７
チ
ー
ム
の
計
67
チ
ー
ム
が
、
８
つ
の
教
室
に
分

か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
希
望
に
合

わ
せ
て
、
各
教
室
に
２
人
ず
つ
の
担
当
者
が
入
り
、

各
教
室
で
生
徒
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
、
探
究
活
動
推
進
課
が
作
成
す
る
授
業
案

を
基
に
、
統
一
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
て

お
り
、
先
生
方
全
員
が
、
授
業
の
進
め
方
や
生
徒

の
活
動
内
容
、
生
徒
へ
の
指
示
が
分
か
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
中
に
は
、
専
門
性
や
教

科
の
性
質
、
ご
自
身
の
経
験
と
結
び
つ
け
て
、
生

徒
に
問
い
の
立
て
方
の
具
体
的
な
手
法
や
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
先
、
推
薦
図
書
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　
授
業
案
を
共
有
す
る
場
も
設
け
て
い
ま
す
。
21

年
度
ま
で
は
、
時
間
割
の
中
に
、
隔
週
で
副
担
任

会
を
組
み
込
み
、そ
こ
で
次
時
の
授
業
案
を
共
有
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
時
間
割
の
変
更
に
伴

い
、「
総
合
探
究
」
を
行
う
日
ま
で
に
、
授
業
案
と

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
担
当
教
師
に
配
布
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
研
究
発
表
な
ど
、
共

通
理
解
を
丁
寧
に
図
っ
た
方
が
よ
い
活
動
が
あ
る

場
合
に
は
、
学
年
会
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
に
行
っ
て
い
た
副
担
任
会
や
学
年
会
は
、

先
生
方
か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
て
、
授
業
改
善
に

つ
な
げ
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
チ
ー
ム
内
の
議
論
が
行
き
詰
ま
り
や
す
い
」
と

●2

●3

●2

●4

＊　Who, Why, What, When, Where, How many, How much （Others）のこと。

2 1

探
究
活
動
推
進
課
主
任

湯
川
淑
子　

ゆ
か
わ
・
と
し
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
英
語
科
。

展望 状況授業実践実践事例２ 静岡県立静岡東高校

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

授
業
案
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
共
有

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
年
生
／
総
合
的
な
探
究
の
時
間　
［
分
野
・
単
元
］
探
究
課
題
の
決
定
（
全
４
時
間
の
う
ち
の
４
時
間
目
）　［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
論
理
的
思
考
力
、

協
働
力
　［
学
習
内
容
］
静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
デ
ィ
ハ
ー
ン
准
教
授
と
学
生
２
人
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
各
チ
ー
ム
に
入
り
、
探
究
課
題
に
つ

い
て
議
論
。
そ
の
後
、
各
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
本
時
の
議
論
の
過
程
と
決
定
し
た
探
究
課
題
を
発
表
し
た
。
な
お
、
英
語
チ
ー
ム
で
は
、
進
行
は
英
語
で
行
わ
れ
た
。

探究課題を決める
ための議論

ファシリテーターの紹介、
本時の概要の説明

前時に続き、3チームに分かれて議論。ディ
ハーン先生の助言を受けたチームは、前時
に探究課題を「子どもの貧困」と決め、本
時は具体的な対象や方法について考えること
にしていた。「何について知りたい？」という
先生の問いかけに、生徒は考え込んでいた。

ファシリテーターのディハーン先生と、初
めて授業に参加する学生２人が自己紹介し
た後、湯川先生が、本時の目標は探究課題
の決定であることを伝え、議論の進め方を
説明。「５Ｗ２Ｈ（＊）を明確にして、探究
課題をより具体化しましょう」と助言した。

14:20 14:15
本時

の
概要

総
合
的
な

探
究
の
時
間
学
年
会
で
授
業
の
進
め
方
を
共
有
し
つ
つ
、

課
題
を
抽
出
し
、授
業
改
善
に
生
か
す

口
頭
で
も
説
明
し
、
丁
寧
に
共
通
理
解
を
図
る

本時のキー課題

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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　「総
合
探
究
」
を
３
年
間
行
い
、
生
徒
同
士
で
対
話
を
し
、
学
校
外
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
問
題
解
決
に
向
か
う
活
動

が
、
生
徒
の
思
考
力
や
表
現
力
、
行
動
力
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
担
当
教
科
の
英
語
の
授
業
で
は
、
作
文
や
ス
ピ
ー
チ

な
ど
の
表
現
活
動
で
、
素
材
文
の
テ
ー
マ
と
「
総
合
探
究
」
の
テ
ー
マ
を
関
連
さ
せ
、
身
近
な
具
体
例
や
根
拠
を
挙
げ
な
が
ら
、
自
分
の
意

見
を
説
得
力
を
持
っ
て
述
べ
る
生
徒
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
生
徒
が
「
総
合
探
究
」
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
教

科
の
授
業
で
も
、
生
徒
主
体
の
活
動
を
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
授
業
を
通
し
て
未
知
の
世
界
を
知
り
、
確
か
な
知
識
を
基

に
広
い
視
野
で
物
事
を
捉
え
、想
像
力
を
働
か
せ
、思
考
力
を
高
め
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。手
探
り
な
が
ら
も
、「
総
合
探
究
」
で
培
っ

て
き
た
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
い
か
に
教
科
指
導
に
生
か
し
て
い
く
か
、各
教
科
の
先
生
方
と
引
き
続
き
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

い
っ
た
先
生
方
の
声
を
受
け
て
、
今
年
度
は
、
初

期
指
導
の
中
で
対
話
の
ル
ー
ル
を
共
有
し
、
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　「
総
合
探
究
」の
学
習
評
価
は
、学
年
統
一
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
た
生
徒
の
自
己
評
価
を
材
料

と
し
て
い
ま
す
。
11
月
の
中
間
発
表
の
後
に
中
間

評
価
を
、
年
度
末
に
は
総
合
評
価
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
教
師
の
評
価
を
指
導
要
録
や

調
査
書
に
反
映
す
る
仕
組
み
が
整
い
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
ら
は
、
先
生
方
に
と
っ
て
担
当
教
科
の
観
点

別
評
価
の
参
考
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　「
総
合
探
究
」
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
実
現
し
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本

時
で
は
、
生
徒
が
こ
れ
ま
で
授
業
で
学
ん
だ
知
識

や
調
べ
た
情
報
を
基
に
、
未
来
へ
の
想
像
を
膨
ら

ま
せ
な
が
ら
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
意
見
を
出

し
合
い
、
自
分
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
絞

り
込
ん
で
い
く
過
程
が
、
ま
さ
に
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
深
い
学
び
」
の
実
現
に
は
、
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

自
治
体
と
い
っ
た
学
校
外
の
方
々
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
が
、「
総
合
探
究
」
の
実
践
を
通
じ
て

見
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
21
年
度
に
始
め
た
静
岡

県
立
大
学
と
の
連
携
事
業
で
は
、
大
学
教
員
や
学

生
か
ら
外
部
の
視
点
と
専
門
的
な
視
点
で
の
助
言

を
受
け
る
こ
と
で
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
く
な
り
、
課
題
設
定
の
質
が
よ
り
高
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
が
授
業
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、学
び
を
通

じ
て
、未
知
の
世
界
を
知
り
、自
分
が
ど
の
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
の
か
、ど
ん
な
生
き
方
を
し
た
い
の

か
を
、
生
徒
が
思
い
描
く
よ
う
に
な
れ
る
こ
と
で

す
。「
総
合
探
究
」
で
の
気
づ
き
や
学
び
が
、
将
来

の
生
き
方
や
目
指
す
べ
き
社
会
像
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
や
先
生
方

と
一
緒
に
授
業
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

単元の指導計画は、
に掲載。

「TOP → 学 校 教 育 情 報 誌
『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」、または下記２次元
コードからご覧ください。

4 3

外
部
の
異
な
る
視
点
が
生
徒
を
深
い
学
び
に
誘
う

探究課題の決定と
全体発表

探究課題を決める
ための議論

生徒は、意見を５Ｗ２Ｈで整理。ディハー
ン先生の助言を受けたチームは、探究課題
を「日本における貧困の仕組み」に改めた。
各チームのリーダーが、議論の過程と決定
した探究課題を発表。最後に、ディハーン
先生が本時の生徒の活動を総括した。

ディハーン先生は、「どこに焦点をあてる？　
日本？　世界？」「誰に話を聞きたい？」と、
貧困にも、学校や家庭、地域、食糧など、様々
な視点があることを説明した。生徒の考え
が徐々に整理されていき、「日用品が買えな
い子ども」など、具体的な言葉が出てきた。

14:58 14:28

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集
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理
科
で
は
２
０
２
１
年
度
末
、
授
業
を
通
じ
て

育
み
た
い
生
徒
像
に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
学
ん
だ

知
識
を
基
に
、
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
科
学
の
内

容
に
つ
い
て
疑
問
を
持
つ
」「
疑
問
に
思
っ
た
内
容

を
調
べ
た
り
、
実
験
し
た
り
し
て
、
法
則
を
導
き

出
す
」
な
ど
と
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
授
業
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
実
験
レ
ポ
ー

ト
や
週
末
課
題
、
定
期
考
査
の
内
容
な
ど
を
統
一

し
、
学
習
評
価
の
方
法
も
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　
各
教
師
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
本
単
元
で
は
、
実
験
の
内
容
や
知

識
構
成
型
ジ
ク
ソ
ー
法
を
活
用
し
た
授
業
展
開
な
ど

は
全
ク
ラ
ス
共
通
で
す
が
、
議
論
や
意
見
の
共
有
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
の
は
、
私
な
り
の
工
夫
で
す
。

　
本
単
元
の
学
習
評
価
は
、
生
徒
が
作
成
す
る
実

験
レ
ポ
ー
ト
と
、
期
末
考
査
の
問
題
で
行
い
ま
す
。

定
期
考
査
で
は
、
実
験
に
関
す
る
会
話
文
形
式
の

問
題
を
出
し
、
実
験
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
か
、

実
験
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
身
に

つ
い
た
か
を
見
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
教
科
内
で

共
有
し
、
生
徒
へ
の
発
問
や
声
か
け
、
授
業
展
開

が
適
切
だ
っ
た
か
を
検
証
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
単
元
で
は
、
理
科
で
初
め
て
、「
思
考・

判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

に
つ
い
て
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
生
徒
に

自
己
評
価
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
方
法
で
生
徒
の
資

＊　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、
そこで得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

●1
●2

●3

●4

●3

2 1

１
学
年
担
任

山
梨
達
也　

や
ま
な
し
・
た
つ
や

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
理
科
（
化
学
）。

展望 状況授業実践実践事例２ 静岡県立静岡東高校

本時のキー課題

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

育
み
た
い
生
徒
像
や
実
験
の
内
容
を
共
有

主
体
性
も
測
る
定
期
考
査

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
理
科
／
化
学
基
礎
　［
分
野
・
単
元
］
科
学
と
人
間
生
活
・
物
質
の
構
成
（
全
19
時
間
の
う
ち
の
17
時
間
目
）　［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］

思
考
力
、
判
断
力
、
主
体
性
、
協
働
性
　［
学
習
内
容
］
生
徒
は
事
前
課
題
と
し
て
、
し
ょ
う
ゆ
に
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
実
験
の
計
画
を
、
教
師
が

提
示
し
た
ａ
〜
ｄ
の
ヒ
ン
ト
（
図
）
の
い
ず
れ
か
を
基
に
立
案
。
本
時
で
は
、
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
）
を
用
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
実
験
計
画
を
立
て
た
。

基にしたヒントが異なる
生徒たちが実験計画を検討

同じヒントを基にした
生徒同士で議論

基にしたヒントが異なる生徒が集まってグ
ループを組み、各自の案を共有して次時に
行う実験計画を検討した。「まず、どんな
実験をするか、確認しよう」「分担の仕方
も考えないと」などと、生徒は話し合いの
手順から決めていた。

山梨先生が本時の目標を説明し、「失敗し
ても大丈夫。その都度改善策を見いだす思
考力が重要」と伝えた。生徒は事前に、ａ
～ｄのヒントのいずれかを基に実験計画を
立案。同じヒントを基にした生徒同士で集
まり、各自の案を共有して議論した。

12:03 11:45
本時

の
概要

化
学
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
、

生
徒
が
情
報
収
集
を
行
い
、実
験
計
画
を
立
案

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み

図 ａ〜ｄのヒント

各ヒントは、授業１週間前に端
末で配信。事前課題であるプリ
ントも１週間前に配布した。
※学校資料を基に編集部で作成。

ａ しょうゆの成分、しょうゆ
の製造工程

ｂ
物質の分離の方法／ろ過、
蒸留、分留、昇華、再結晶、
抽出、クロマトグラフィー

ｃ
元素の検出方法／Ｃの検
出（石灰水白濁）、Ｈの検出、
炎色反応、AgCl の沈殿

ｄ イオン結晶の成り立ち、性
質、水への溶解度
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　理
科
の
授
業
で
も
、
探
究
的
な
学
び
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
探
究
的
な
学
び
の
土
台
と

な
る
基
礎
知
識
や
、
実
験
の
技
能
を
、
生
徒
に
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
単
元
も
、
生
徒
が
実
験
器
具
や
試

薬
に
関
す
る
知
識
を
十
分
身
に
つ
け
て
か
ら
行
う
こ
と
が
理
想
だ
っ
た
と
、
改
善
の
た
め
の
振
り
返
り
を
し
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
授
業
進
度
を
速
め
、
１
年
生
の
間
に
で
き
る
だ
け
基
礎
実
験
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

私
が
板
書
を
す
る
時
間
を
減
ら
す
な
ど
、
効
率
よ
く
授
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
時
間
を
捻
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
理
科
全
体
の
課

題
で
も
あ
り
ま
す
。
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
科
内
で
し
っ
か
り
共
有
し
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
授
業
改
善
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

私の
授業改善の展望

単元の指導計画は、
に掲載。

「TOP → 学 校 教 育 情 報 誌
『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」、または下記２次元
コードからご覧ください。 

質
・
能
力
の
成
長
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
教
科
内
で
共
有
す
る
予
定
で
す
。

　
本
時
で
は
、
基
に
し
た
ヒ
ン
ト
が
異
な
る
生
徒
が

集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
実
験
計
画
の
立
案
に
取
り
組

む
方
法
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は
責
任
感
と
緊

張
感
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
授
業
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。
事
前
課
題
と
し
て
実
験
計
画
を
立
案
さ
せ
た
こ

と
で
、
授
業
前
か
ら
各
自
が
自
分
の
考
え
を
持
て
た

こ
と
も
、
活
発
な
対
話
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
時
の
実
験
で
は
、１
学
期
の
授
業
で
学
習
し
た

す
べ
て
の
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
単
元
を

貫
く
課
題
に
取
り
組
む
中
で
、
知
識
を
相
互
に
関

連
づ
け
た
り
、
統
合
し
た
り
し
て
、「
深
い
学
び
」

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
づ
く
り
で
は
、「
総
合
探
究
」で
の
指
導
の
経

験
が
生
き
ま
し
た
。事
前
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
せ

た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
、所
与
の
ヒ
ン
ト
以
外
に
必
要

だ
と
思
う
情
報
を
調
べ
て
記
入
す
る
欄
を
設
け
ま

し
た
。そ
の
発
想
は
、探
究
の「
課
題
の
設
定
→
情
報

の
収
集
→
整
理・分
析
→
ま
と
め・表
現
」の
サ
イ
ク

ル
か
ら
得
て
い
ま
す
。同
欄
へ
の
記
入
状
況
か
ら
も
、

主
体
性
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
本
時
の
実
験
は
、
し
ょ
う
ゆ
か
ら
塩
を
取
り
出
す

段
階
と
、
取
り
出
し
た
も
の
が
塩
だ
と
証
明
す
る
段

階
が
あ
り
、
段
階
を
分
け
て
課
題
を
提
示
す
れ
ば
、

生
徒
は
実
験
計
画
を
立
て
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
を

大
切
に
し
よ
う
と
、
あ
え
て
段
階
を
分
け
ず
に
課
題

を
示
し
ま
し
た
。
本
時
と
同
じ
授
業
を
先
に
行
っ
た

ク
ラ
ス
の
生
徒
か
ら
は
、「
分
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、そ
れ
を
整
理
し
て
い

く
う
ち
に
、
深
く
考
え
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
肯
定
的

な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒
の
声

や
、
前
述
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
工
夫
な
ど
か
ら
も
、

「
総
合
探
究
」
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
軸
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

4 3

主
体
性
を
引
き
出
す
た
め
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
工
夫

実験計画をまとめる 実験計画の検討過程は
リアルタイムで全体に共有

授業の終盤、山梨先生が、「ほかのグルー
プの実験計画も参考にしよう」と声をかけ
ると、生徒は端末でほかのグループの計画
を確認した。最後に、グループで決めた実
験手順と使用器具、試薬、予想結果をワー
クシートに記入した。

「しょうゆを揮発させる？」「冷やすのはど
うかな」と、生徒はこれまでに学んだ知識
を基に意見を出し合い、実験の手法を模索
した。その過程は、デジタルホワイトボー
ド Jamboard でクラス全体にリアルタイ
ムで共有した。（©Google）

12:23 12:05

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集
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　「
総
合
探
究
」
で
培
っ
て
き
た
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点

か
ら
の
授
業
改
善
の
工
夫
を
、
教
科
の

授
業
に
応
用
す
る
教
師
が
、
山
梨
先
生

を
始
め
と
し
て
現
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
う

し
た
授
業
実
践
の
共
有
が
、
自
身
の
授

業
改
善
へ
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る
と
、

国
語
科
の
田
中
律り

み水
先
生
は
語
る
。

　「
新
設
科
目
の『
現
代
の
国
語
』で
も
、

探
究
的
な
学
び
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

授
業
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。山

梨
先
生
の
授
業
を
見
て
、課
題
の
設
定

や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
工
夫
な
ど
か
ら
、

探
究
の
考
え
方
や
手
法
を
教
科
指
導
に

ど
う
応
用
す
れ
ば
よ
い
か
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、
そ
れ
を
教
科

た
っ
た
教
師
か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
外
部
連
携
に
お
い
て
、
連
携
先
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取

る
こ
と
が
、
生
徒
の
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
を
促
す
と
分
か
っ
て

き
た
。
本
時
で
行
っ
た
探
究
課
題
の
設

定
で
は
、
湯
川
先
生
が
デ
ィ
ハ
ー
ン
先

生
に
事
前
に
授
業
案
を
送
り
、
各
チ
ー

ム
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
過
程
を
伝
え

た
。
そ
し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
集

約
し
切
れ
て
い
な
い
チ
ー
ム
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
依
頼
し
た
。

　「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
依
頼
し

た
チ
ー
ム
が
掲
げ
た
探
究
課
題
は
『
子

ど
も
の
貧
困
』で
、ま
だ
漠
然
と
し
た

も
の
で
し
た
。本
時
で
、デ
ィ
ハ
ー
ン

先
生
が『
何
を
知
り
た
い
で
す
か
』『
何

が
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
か
』
な
ど

と
問
い
か
け
つ
つ
、豊
富
な
知
見
を
生

か
し
て
貧
困
を
考
え
る
視
点
を
例
示
す

る
と
、生
徒
は
考
え
を
掘
り
下
げ
、何
に

関
心
が
あ
る
の
か
、具
体
的
な
言
葉
に

し
て
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。事
前

に
生
徒
の
状
況
を
共
有
し
て
い
た
か
ら

こ
そ
、デ
ィ
ハ
ー
ン
先
生
は
、生
徒
に

必
要
な
問
い
か
け
や
視
点
を
提
示
し
て

く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
湯
川
先
生
）

　
現
在
、同
校
で
は
、未
来
構
想
委
員

内
で
共
有
す
れ
ば
、『
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
』の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
が
進
む
と
思
い
ま
し
た
」

　「
総
合
探
究
」
が
学
校
改
革
の
軸
と

な
っ
た
の
は
、絶
え
ず
教
師
間
で
指
導

を
振
り
返
り
、課
題
を
検
討
し
て
、改

善
を
図
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
、

21
年
度
ま
で
は
年
度
末
の
み
だ
っ
た
、

「
総
合
探
究
」で
得
た
気
づ
き
や
身
に

つ
い
た
力
を
振
り
返
る
生
徒
の
自
己
評

価
を
、22
年
度
か
ら
は
年
２
回
に
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、「
生
徒
が
短
い
間
隔

で
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
」「
教
師
が
生
徒
の

変
容
を
こ
ま
め
に
見
取
り
、
学
習
評
価

を
し
て
は
ど
う
か
」
な
ど
、
指
導
に
あ

会
を
立
ち
上
げ
て
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ

シ
ー
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、そ
の
過

程
で
学
校
の
あ
り
方
や
存
在
意
義
に
関

す
る
議
論
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　「
Ｇ
Ｄ
で
示
す
資
質
・
能
力
は
、
学

校
の
働
き
か
け
を
通
し
て
個
々
の
生
徒

に
習
得
さ
せ
た
い
力
で
、
言
い
換
え
れ

ば
、
あ
く
ま
で
個
人
の
目
標
と
言
え
ま

す
。
一
方
、
未
来
構
想
委
員
会
で
検
討

し
て
い
る
の
は
、
本
校
が
ど
の
よ
う
な

学
校
を
目
指
す
の
か
、
何
の
た
め
に
存

在
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
学
校
の
存

在
意
義
で
す
。
少
子
化
は
今
後
も
一
層

進
み
、
中
学
生
が
厳
し
い
目
で
進
学
先

を
選
ぶ
売
り
手
市
場
は
、
ま
す
ま
す
加

速
し
ま
す
。ス
ク
ー
ル・ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
や
学
校
の
特
色
を
明
確
に
し
、

地
域
に
発
信
し
て
浸
透
さ
せ
る
こ
と
は

必
須
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鈴
木
校
長
）

　
地
域
で
の
同
校
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
面

倒
見
の
よ
い
学
校
」「
国
公
立
大
学
を

目
指
す
公
立
進
学
校
」
と
い
っ
た
も
の

だ
。Ｓ
Ｐ
の
策
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

教
育
内
容
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、

活
動
の
精
選
や
力
点
を
ど
こ
に
置
く
か

を
校
内
で
再
考
し
て
い
く
。「
あ
れ
も

こ
れ
も
」で
は
な
く
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
」

が
重
要
だ
と
捉
え
て
い
る
。

●1

●2
●3

●4

探
究
活
動
推
進
課

田
中
律
水　

た
な
か
・
り
み

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
７
年
目
。
国
語
科
。

校
長鈴木

伸
彦　

す
ず
き
・
の
ぶ
ひ
こ

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

「
総
合
探
究
」の
成
果
を
生
か
し
た
教
科
の
授
業
を

共
有
し
、着
実
に
授
業
改
善
を
続
け
る

授業実践 状況展望実践事例２ 静岡県立静岡東高校

学
校
概
要

設
立
　
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
２
８
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
東
京
工
業
大
、
一
橋
大
、
横
浜
国
立
大
、

静
岡
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、

九
州
大
な
ど
に
１
３
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶

應
義
塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立

命
館
大
な
ど
に
延
べ
６
２
４
人
が
合
格
。

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み

 高校版  2022 August 18

0-01-J-22907-001 2022 年度 VIEW next 高校版 8 月号 18 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

08/03
八木

再
2
念
校

08/05
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P13-18_view-next-koukou-8g.indd   18P13-18_view-next-koukou-8g.indd   18 2022/08/05   14:212022/08/05   14:21



　
広
島
県
立
神
辺
旭
高
校
で
は
、
全
教

師
に
よ
る
議
論
を
経
て
作
成
し
た
マ
ス

タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
）
を
活
用
し

て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ

い
て
の
共
通
認
識
を
図
り
な
が
ら
、
授

業
改
善
を
進
め
て
い
る
。
同
校
の
学
校

経
営
計
画
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
を
確
実
に
身

に
つ
け
、
自
分
か
ら
進
ん
で
課
題
に
つ

い
て
他
者
と
対
話
し
、
考
え
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
授
業
の
実
践
を
行
動
目

標
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
教
師
た

ち
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
生
徒
が
協
働

機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　
授
業
改
善
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
は
、

相
互
授
業
観
察
以
上
に
、
そ
の
後
の
教

師
間
で
の
対
話
に
よ
っ
て
多
く
得
ら
れ

て
い
る
と
、
上う

え

村む
ら

純
先
生
の
『
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
』（
授
業
実
践

は
Ｐ
．22
参
照
）
の
授
業
を
見
学
し
た

西
村
由ゆ

う

先
生
は
説
明
す
る
。

　「
上
村
先
生
の
授
業
で
は
、
他
者
と

の
協
働
を
通
し
て
主
体
性
の
育
成
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
私

は
、
自
分
の
授
業
に
対
す
る
課
題
感
を

打
ち
明
け
、
上
村
先
生
と
授
業
改
善

に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
授
業
改
善
の
推
進
力

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
む
機
会
・
時

間
を
確
保
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
各
教
科
・
各
教
師
で
授
業
改
善
を
進

め
る
た
め
、
そ
し
て
、
取
り
組
み
の
成

果
を
検
証
す
る
た
め
に
、
同
校
が
年
間

を
通
じ
て
推
進
し
て
い
る
の
が
、
教
科

を
超
え
た
相
互
授
業
観
察
だ
。
相
互
授

業
観
察
は
、
授
業
者
と
な
る
教
師
が
、

他
の
教
師
に
観
察
し
て
も
ら
い
た
い
授

業
上
の
工
夫
点
な
ど
を
授
業
観
察
票
で

明
示
し
た
上
で
実
施
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
教
科
横

断
型
の
授
業
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
る

●１

●２

●4

※学校概要、教師のプロフィールは、P.24に掲載。

同校の新教育課程及び
その編成に向けた取り組
みは、本誌４月号・特集
P.16〜19をご覧ください。

●3

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
共
有
し
、

生
徒
の
実
態
把
握
と
授
業
観
察
を
推
進

展望 状況授業実践

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み

マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
礎
に
、

生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
支
援
す
る

広
島
県
立
神
辺
旭
高
校
は
、
新
教
育
課
程
の
編
成
と
並
行
し
て
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
５
つ
の
資
質
・
能

力
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
・
能
力
の
到
達
レ
ベ
ル
を
４
段
階
で
示
す
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
。
自
校
が
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
教
師
間
で
共
通
認
識
を
図
り
、
組
織
的
な
授
業
改
善
を
進
め
て
い
る
。

3
実践事例

広島県立
神
か ん な べ

辺旭
あ さ ひ

高校

図 マスタールーブリック

※学校資料をそのまま掲載。
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担
当
す
る
地
理
の
授
業
で
は
、
単
元
の
最
初
に
、

そ
の
単
元
を
学
習
す
る
こ
と
で
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
指
す
の
か
、
単
元
の
ね
ら
い
と
学
習

活
動
の
見
通
し
を
説
明
し
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び

を
支
援
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
単
元
の
ね
ら
い
を
本
校
の
生
徒
に
合
っ
た
言
葉

に
し
て
い
く
際
、
私
が
立
ち
返
る
よ
う
に
し
て
い
る

の
が
、
学
習
指
導
要
領
と
本
校
の
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
す
。
中
で
も
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
た
時

の
本
校
の
生
徒
の
姿
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
単
元
ご
と
に
確
認
す
れ

ば
、
各
単
元
の
ね
ら
い
と
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

授
業
計
画
が
考
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
て
い
な
か
っ

た
時
は
、
私
の
説
明
を
生
徒
が
理
解
す
る
こ
と
を

ゴ
ー
ル
と
し
た
授
業
計
画
を
立
て
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
し
か
し
今
は
、「
授
業
で
育
ん
だ
力
を
用

い
た
問
題
解
決
」
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
授
業
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。
毎
時
の
始
ま
り
に
、
そ
の
単
元
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
も
、
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
る
の
か
を

生
徒
に
意
識
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

　
本
単
元
で
は
、
地
形
・
気
候
問
題
・
環
境
問
題

を
学
び
、
国
内
外
の
都
市
ご
と
に
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の

購
入
時
や
賃
貸
契
約
時
に
加
入
す
べ
き
保
険
プ
ラ

ン
を
考
え
る
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
学
習
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
地
形
の
学
習
終
了
時
に
保
険
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
そ
の
後
の
気
候
問
題
、
環
境
問
題
の
学
習
終
了

時
に
、
そ
れ
ま
で
に
考
え
た
プ
ラ
ン
を
修
正
す
る
こ

と
か
ら
、
単
元
を
通
し
て
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
本
時
は
、
相
互
授
業
観
察
と
し
て
他
教
科
の
先
生

方
が
見
学
に
来
ま
し
た
。
相
互
授
業
観
察
後
の
先
生

●2
●1

2 1

３
学
年
担
任

前
田
智
子　

ま
え
た
・
と
も
こ

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

展望 状況授業実践実践事例 3 広島県立神辺旭高校

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
を
生
徒
と
見
通
す

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
年
生
／
地
理
／
地
理
Ｂ　
［
分
野
・
単
元
］
第
１
章
　
自
然
環
境
　
第
１
節
　
地
形
（
全
10
時
間
の
う
ち
の
３
時
間
目
）　［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
　［
学
習
内
容
］
前
時
で
は
、
日
本
の
地
形
と
災
害
に
つ
い
て
学
習
し
、
地
震
・
火
山
の
分
布
に
関
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
問
い
を
立
て
た
。

本
時
で
は
、
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
学
習
し
、
前
時
の
問
い
の
答
え
を
ま
と
め
、
地
震
・
火
山
を
考
慮
し
た
保
険
プ
ラ
ン
を
考
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

本時を貫く問いを
生徒自身が設定

パフォーマンス課題を
再確認

地震の震源と火山が記された世界地図を見
て気づいたことを生かして、「なぜ」で始
まる問い（本時のメインクエスチョン）を、
生徒一人ひとりが自由に設定。その問いの
解決を目指して授業が再開した。問いとそ
の答えは、授業中に生徒間で共有された。

授業の冒頭では、本単元で取り組むパ
フォーマンス課題「任意の都市で住宅購入
や賃貸契約をする場合、地形・気候・環境
問題を考慮すると、どのような保険に加入
するのがよいか」を改めて確認した。その
上で、前時の学習内容の振り返りを行った。

14:35 14:25
本時

の
概要

地
理
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
や
本
時
の
問
い
を
通
し
て
、

生
徒
が
互
い
に
考
え
を
深
め
合
う

他
教
科
の
教
師
と
協
働
し
て
授
業
を
改
善

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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本時のキー課題

方
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
授
業
改
善
に
つ
な

が
る
重
要
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

授
業
の
導
入
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
成
果
物

の
例
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
配
信
し
、
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
た
の
は
、「
言
葉
だ
け
で

説
明
す
る
よ
り
も
、
ど
ん
な
も
の
を
つ
く
る
の
か
、

形
を
見
せ
た
方
が
授
業
の
見
通
し
が
立
て
や
す
く
な

る
」
と
い
う
助
言
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
実
は
、マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
で
き
た
当
初
、

私
は
、
単
元
の
ね
ら
い
を
設
定
す
る
際
も
、
学
習
指

導
要
領
ば
か
り
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
が
ち
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
単
元
の
ね
ら
い
は
設
定
で
き

る
の
で
す
が
、
次
第
に
２
つ
を
つ
な
げ
て
、
自
校
が

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た
授
業
計
画

が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
相
互
授
業
観
察
な

ど
で
の
他
教
科
の
先
生
と
の
対
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、
教
科
会
の
時
間
が
毎
週
必
ず
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
間
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課

題
や
、
毎
回
の
授
業
で
生
徒
が
考
え
る
「
メ
イ
ン
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
」
の
立
て
さ
せ
方
に
つ
い
て
、
同
じ
教

科
の
同
僚
か
ら
意
見
を
も
ら
い
ま
す
。

　
生
徒
間
で
の
メ
イ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
の
成
果
物
の
共
有
は
、
生
徒
に
と
っ
て

は
多
様
な
他
者
と
の
対
話
的
な
学
び
の
時
間
で
す
か

ら
、
私
も
毎
授
業
で
そ
う
し
た
時
間
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
単
に
考
え
を
生
徒
同
士
で
披
露
し
合

う
だ
け
で
は
な
く
、
互
い
に
批
判
し
、
学
び
を
深
め

る
経
験
が
重
要
で
す
。
資
質
・
能
力
の
伸
張
に
は
他

者
の
存
在
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
、
生
徒
が
自
覚

で
き
る
授
業
を
、
こ
れ
か
ら
も
追
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、
授
業
で
身
に
つ
け
た
力
を
使
っ
て
取
り
組
む
課
題
と
し
て
生
徒
に
提
示
し
ま
す
が
、
何
か
で
調
べ
れ
ば
す

ぐ
に
答
え
に
た
ど
り
着
け
る
課
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
授
業
に
集
中
し
、じ
っ
く
り
と
考
え
た
く
な
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
を
追
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
が
、
生
徒
に
と
っ
て
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
没
頭
し
て
取
り
組
み
た
く
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

地
理
の
授
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
や
他
教
科
の
知
識
も
生
か
し
て
考
察
し
た
い
と
、
生
徒
は
思
う
は
ず
で
す
。

私
自
身
も
、他
教
科
の
内
容
を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
＊
）
な
ど
の
多
様
な
ツ
ー
ル
の
活
用
の
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、

広
い
視
野
で
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

●1

単元の指導計画は、
に掲載。

「TOP → 学 校 教 育 情 報 誌
『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」、または下記２次元
コードからご覧ください。 

●3

●4

＊地方創生の取り組みを情報面から支援するために、経済産業省と内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局が提供する、地域経済分析システム。人口動
態や産業構造、人の流れなどの官民ビッグデータを集約し、可視化する。https://resas.go.jp/

4 3

互
い
の
考
え
を
磨
き
上
げ
る
授
業
を

パフォーマンス課題にお
ける自分の考えを入力

教師の解説をヒントに、
自分の問いに取り組む

本時の最後に、本単元のパフォーマンス課
題である、自分が選んだ都市で加入すべき
保険プランを考えた。その際、本時で学ん
だ「プレート」「境界」という語句を使って、
地震や火山の影響を踏まえたプラン選択の
根拠を説明することを生徒に求めた。

震源と火山の関連について前田先生が解
説。生徒は、それをヒントに、各自が設定
した問いの答えを考えた。本時は、相互授
業観察の対象授業であり、授業案が周知さ
れていたため、生徒たちがキー課題に取り
組む直前に、見学する教師が集まってきた。

15:00 14:50

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集
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英
語
科
で
は
、
教
科
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
踏
ま
え
、
科
目
ご
と
に
単
元
の
授
業
計
画
を
立

案
す
る
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
設
定
し
、
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
が
提
案
す
る
授
業
計
画
案
を
参
考
に
、
各
教
師

は
そ
れ
ぞ
れ
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、「
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

を
務
め
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
授
業
の
進
め
方

に
つ
い
て
は
、
各
先
生
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
前
の
単
元
で
は
、
共
通
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
の
実
施
と
共
通
の
プ
リ
ン
ト
の
使
用
だ
け
は
決

め
て
い
ま
し
た
が
、
授
業
中
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

す
る
か
な
ど
は
教
師
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
し
た
。

　
本
単
元
で
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
に
特
化
し
た
指
導
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
英
語
科
で
は
、１
学
期
の
中
間
考
査
後
の
６
月
に
、

そ
れ
ま
で
の
授
業
で
の
生
徒
の
様
子
と
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
や
定
期
考
査
の
結
果
を
、
週
１
回
開
催

さ
れ
る
教
科
会
な
ど
で
共
有
し
、
今
後
の
授
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
英

語
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
っ
た

実
感
を
生
徒
に
も
っ
と
味
わ
わ
せ
る
た
め
、
苦
手
意

識
を
持
っ
て
い
る
長
文
読
解
に
焦
点
を
あ
て
た
指
導

が
必
要
だ
と
い
う
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。一
方
で
、

本
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
っ
た
よ
い
面
も
、
多
く
の
先
生
が
挙
げ
て
い
ま
し

た
。
私
は
、そ
う
し
た
１
年
生
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

本
単
元
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
協
働
的
な
学

び
を
取
り
入
れ
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
の

授
業
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
本
校
の
生
徒
は
、
単
語
を
覚
え
る
こ
と
は
得
意
で

す
が
、
長
文
読
解
に
な
る
と
、「
ど
の
よ
う
に
読
ん
で

い
け
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
多

●1
●2

●2

●4

＊複数の単語で構成された、意味のある短文の英語表現

●3

2 1

１
学
年
担
任

上
村 

純　

う
え
む
ら
・
じ
ゅ
ん

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
英
語
科
。

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

各
科
目
で
共
通
の
授
業
計
画
を
立
案

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
英
語
／
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ　
［
分
野
・
単
元
］CREATIVE English C

om
m

unication  I - Lesson4 "W
hat D

o You Eat for 
Lunch?"

（
全
３
時
間
の
う
ち
の
１
時
間
目
）　
［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
判
断
力
　［
学
習
内
容
］
各
文
の
中
の
動
詞
と
主
語
を
見
つ
け
る
活
動
を

通
じ
て
、
チ
ャ
ン
ク
（
＊
）
ご
と
に
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
長
文
が
読
み
や
す
く
な
る
こ
と
を
生
徒
に
気
づ
か
せ
た
。

動詞を見つけ、
ペアで確認

本時の活動と
その目的を説明

生徒はまず、ワークシートに記載されてい
る英文を読み、動詞を探した。品詞や意味
が分からない単語については、辞書を使っ
て確認した。その後、ペアで答え合わせを
し、答えが異なった箇所については話し合
い、合意できる答えを 2 人で導き出した。

上村先生は、本時の冒頭で、「長文読解が
苦手という高校生は少なくない。今日の授
業では、動詞と主語に着目しながら、チャ
ンクごとに内容を理解し、長文を読む力を
高めていこう」と、本時の活動の内容と、
その目的を生徒に説明した。

10:50 10:30
本時

の
概要

英
語

生
徒
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
単
元
目
標
を
設
定

展望 状況授業実践実践事例 3 広島県立神辺旭高校

教
科
団
で
生
徒
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
し
、

土
台
と
な
る
共
通
の
授
業
計
画
を
作
成

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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本時のキー課題

く
上
が
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
は
、
１
単
語
ず
つ

意
味
や
内
容
を
理
解
し
な
が
ら
長
文
を
読
も
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
立
て
ま
し
た
。そ
こ
で
、

本
単
元
で
は
、
長
文
は
チ
ャ
ン
ク
ご
と
に
内
容
を
理
解

す
れ
ば
よ
い
こ
と
、
１
つ
の
文
を
読
む
際
に
は
、
動
詞

に
着
目
す
る
と
主
語
が
把
握
し
や
す
い
こ
と
を
、
本
校

の
生
徒
が
得
意
な
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
繰
り
返
す
中
で
、
生

徒
に
実
感
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
学
習
内
容
を
自

分
の
課
題
と
し
て
捉
え
さ
せ
る
こ
と
で
「
主
体
的
な
学

び
」
を
、
身
に
つ
け
た
知
識
を
ペ
ア
で
活
用
さ
せ
る
こ

と
で
「
対
話
的
な
学
び
」
を
、
そ
し
て
、
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
を
働

か
せ
る
こ
と
で
「
深
い
学
び
」
を
実
現
さ
せ
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
本
時
は
、
相
互
授
業
観
察
の
対
象
で
し
た

の
で
、
他
教
科
の
先
生
方
も
見
学
に
来
ま
し
た
。
あ
る

先
生
か
ら
「
１
人
で
長
文
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
、
中
期
的
な
学
び
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
、
授
業
の
冒
頭
で
生
徒
に
具
体
的
に
説
明
し
て

も
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と
、
助
言
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
実
は
、
教
科
団
で
本
単
元
の
授
業
計
画
案
を
共
有

し
た
際
に
は
、「
１
学
期
最
後
の
単
元
な
の
で
、
夏

季
休
業
中
、
教
師
の
手
か
ら
離
れ
て
１
人
に
な
っ
て

も
英
文
に
向
き
合
え
る
よ
う
、
読
解
力
の
土
台
を
固

め
さ
せ
た
い
」
と
先
生
方
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
こ
と
は
生
徒
に
も
伝
え
る
べ
き
な
の
だ
と
い

う
気
づ
き
を
、
本
時
を
相
互
授
業
観
察
の
対
象
に
し

て
い
た
お
か
げ
で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
単
元
で
は
、
内
容
理
解
か
ら
読
み
方
の
理
解
へ

と
指
導
の
重
点
を
変
え
た
わ
け
で
す
が
、
単
元
ご
と

に
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
生
徒
が
自
身
の

学
び
を
振
り
返
り
、
そ
こ
か
ら
生
徒
の
状
態
を
教
科

団
で
把
握
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
変
更
で
す
。

　
生
徒
の
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
把
握
し
な
が
ら

授
業
や
定
期
考
査
を
つ
く
る
こ
と
で
、
生
徒
が
「
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
場
面
を
も
っ

と
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
は
、
本
校
の
カ
リ
マ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
推
進
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
校
内
研
修
会
の

企
画
・
運
営
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
修
会
で
は
、「
授
業
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
甘
く
、
教
科
書
を
こ
な
す
こ
と
を

優
先
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
率
直
な
反
省
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
英
語
科
も
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
意
識
し
て
も
、
そ
の
育

成
の
到
達
状
況
を
検
証
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
は
、
ま
だ
ま
だ
進
化
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
も
、
Ｃ
・
Ａ
に
あ
た
る
部
分
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
、
各
教
科
を
超
え
た
共
通
言
語
と
す
る
こ
と
で
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
授
業
改
善
を
組
織
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

単元の指導計画は、
に掲載。

「TOP → 学 校 教 育 情 報 誌
『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」、または下記２次元
コードからご覧ください。 

●4

4 3

「
で
き
る
」
が
実
感
で
き
る
授
業
を

学習内容を振り返り、
さらに問題に取り組む

動詞、主語を確認し、
チャンクの内容を理解

動詞と主語を見つけてチャンクごとに内容
を把握する本時の活動の意味を、上村先生
が改めて説明した。その後、生徒は、上村
先生が提示した日本語と意味が同じ英語表
現を、教科書に記載されている文章の中か
ら、指定された語数で探した。

上村先生は、動詞を見つけることで主語が
見つけやすくなることを生徒に説明。そこ
で、次は主語を探させた。その後、主語が
正しく見つけられているかをペアで確認
し、チャンクごとに内容を把握させた。

11:05 11:00

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集
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マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
通
じ
た

育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
の
共
有
と
、

相
互
授
業
観
察
を
始
め
と
す
る
教
科
を

超
え
た
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
、
組
織
的
な
授
業
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
神
辺
旭
高
校
。
同
校

の
相
互
授
業
観
察
に
は
、
普
段
授
業
を

担
当
し
な
い
管
理
職
も
積
極
的
に
足
を

運
び
、
意
見
を
述
べ
る
。
20
年
ほ
ど
前

に
同
校
の
教
壇
に
立
ち
、
今
年
度
か
ら

教
頭
と
し
て
赴
任
し
た
内
田
仁ひ

と
し

教
頭

は
、
育
て
た
い
生
徒
像
の
変
化
を
念
頭

に
、
こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り
方
を
提

言
す
る
。

　「
教
師
を
信
頼
し
、
日
々
の
授
業
や

家
庭
学
習
の
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
む

マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
そ
の
も
の
の

改
訂
も
行
っ
て
い
る
と
、
主
幹
教
諭
の

小
野
塚
慎
一
郎
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
７
月
ま
で
に
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
に
関
す
る
研
修
会
を
2
回
開
催

し
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ

い
た
授
業
実
践
の
手
応
え
や
課
題
感
を

共
有
し
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
今
年
度

か
ら
総
単
位
数
を
31
単
位
に
減
ら
し
て

い
ま
す
が
、
主
体
的
な
活
動
に
も
っ
と

取
り
組
め
る
よ
う
、
生
徒
に
時
間
を
返

す
こ
と
で
生
ま
れ
る
生
徒
間
の
学
び
の

違
い
を
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
の
か
、
そ

れ
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
は
ど
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
こ
と
が

話
題
に
な
り
、
生
徒
の
実
態
を
注
視
し

な
が
ら
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
改
善
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
22
年
度
に
同
校
に
赴
任
し
た
、
三
浦

喜よ
し

成し
げ

校
長
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で

本
校
の
生
徒
の
気
質
は
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、

与
え
ら
れ
た
役
割
を
率
先
し
て
こ
な
す

だ
け
で
な
く
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を

主
体
的
に
見
つ
け
て
い
く
力
が
必
要
で

す
。
相
互
授
業
観
察
で
も
、
自
主
性
と

主
体
性
の
違
い
に
留
意
す
る
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
進
め
方
や
家
庭
学

習
の
課
題
の
あ
り
方
の
検
討
、
深
い
学

び
へ
と
生
徒
を
誘
う
本
質
的
な
問
い
を

生
み
出
す
た
め
の
授
業
準
備
な
ど
に
つ

い
て
、
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
22
年
度
は
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
基
に
し
た
各
教
科
・
科
目
の
単
元

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
と
並
行
し
て
、

深
い
学
び
」
を
授
業
で
実
現
す
る
た
め

に
、今
後
は
さ
ら
に
、「
生
徒
の
変
化
を

予
測
し
、
促
す
授
業
」
を
学
校
全
体
で

追
究
し
て
い
き
た
い
と
、展
望
を
語
る
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
機
に
、

本
校
は
総
単
位
数
を
減
ら
し
、
生
徒

に
学
び
を
委
ね
る
指
導
へ
と
転
換
を

図
っ
て
い
ま
す
。
事
実
、
授
業
を
見
る

と
、
先
生
方
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活

用
し
、
教
え
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
る
と
と
も
に
、
そ
の
日
の
授
業
の
目

標
を
丁
寧
に
伝
え
、
授
業
の
最
後
に

は
、
成
果
や
課
題
を
振
り
返
ら
せ
る
な

ど
、
新
し
い
授
業
ス
タ
イ
ル
へ
と
変
わ

り
、
生
徒
を
深
い
学
び
へ
と
導
い
て
い

ま
す
。
地
理
の
相
互
授
業
観
察
で
は
、

前
田
先
生
の
説
明
を
聞
く
生
徒
か
ら
、

『
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
？
』
な
ど
と
、
目
の
前
の
授
業
の

『
次
』
に
あ
た
る
内
容
を
自
ら
問
う
よ

う
な
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
、
生
徒
か
ら
生
ま
れ
る
問
い

を
察
知
し
て
、
生
徒
に
次
の
問
い
を
与

え
る
授
業
が
、
本
校
の
時
間
割
を
埋
め

尽
く
せ
ば
、
生
徒
た
ち
は
常
に
知
的
な

問
い
を
持
っ
て
、
楽
し
く
頭
を
回
転
さ

せ
続
け
る
３
年
間
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」　

●4

●1
●4

●2

教
育
情
報
部
主
任

西
村
　由　

に
し
む
ら
・
ゆ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
理
科
。

教
頭内

田
　仁　

う
ち
だ
・
ひ
と
し

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
1
年
目
。

主
幹
教
諭

小
野
塚
慎
一
郎　

お
の
づ
か
・
し
ん
い
ち
ろ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

校
長三浦

喜
成　

み
う
ら
・
よ
し
し
げ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
1
年
目
。

学
校
概
要

設
立
　
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
体
育
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
２
４
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
島
根
大
、
山
口
大
、
香
川
大
、

愛
媛
大
、
福
山
市
立
大
、
尾
道
市
立
大
な
ど
に
28
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
明
治
大
、
京
都
産
業
大
、
同

志
社
大
、
龍
谷
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院

大
な
ど
に
延
べ
２
７
４
人
が
合
格
。

育
て
た
い
生
徒
像
を
踏
ま
え
て
、

生
徒
の
内
に
次
の
問
い
を
生
む
授
業
を
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　「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」は
、

資
質
・
能
力
の
育
成
に
あ
た
り
、
目

指
す
べ
き
「
学
び
の
質
」
を
表
現
す
る

た
め
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
知

識
を
覚
え
る
だ
け
の
浅
い
学
び
で
は
な

く
、
知
識
を
活
用
し
た
り
、
つ
な
げ
た

り
す
る
深
い
学
び
で
あ
り
、
教
科
本
来

の
面
白
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
学
び
を
自

由
に
知
識
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
の
下
、
児
童
生
徒
が
自
分
が

学
ぶ
べ
き
こ
と
を
考
え
、
必
要
な
知
識

を
自
ら
獲
得
し
、
自
分
で
考
え
を
深
め

て
い
く
。
そ
れ
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い

る
「
個
別
最
適
な
学
び
」
で
す
。
そ
の

分
事
化
し
、
仲
間
や
教
師
、
そ
し
て
教

科
書
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
先
哲
な
ど

と
対
話
を
し
な
が
ら
深
め
て
い
く
学
び

を
指
し
ま
す
。
そ
う
し
た
学
び
の
質
を

実
現
す
る
た
め
の
「
学
習
形
態
」
と
し

て
示
さ
れ
た
の
が
、「
個
別
最
適
な
学

び
」と「
協
働
的
な
学
び
」で
す（
図
１
）。

　
そ
の
２
つ
の
学
習
形
態
を
行
い
や
す

く
し
よ
う
と
、
児
童
生
徒
１
人
に
つ
き

１
台
の
端
末
を
配
備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
自

学
び
は
、
自
立
的
で
個
性
的
な
学
び
手

で
あ
る
生
徒
が
相
互
に
問
い
か
け
た

り
、
助
け
合
っ
た
り
す
る
「
協
働
的
な

学
び
」
に
よ
っ
て
一
層
深
ま
り
ま
す
。

　「
個
別
最
適
な
学
び
」
を
深
め
て
い

き
、
自
分
な
り
の
考
え
が
固
ま
っ
て
く

「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協
働
的
な
学
び
」を
一
体
的
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」を
実
現

２
０
２
１
年
１
月
、中
央
教
育
審
議
会
に
よ
る
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
（
答
申
）」
に
て
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
２
つ
の
学
び
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ
れ
、
学
校
現
場
に
浸
透
し
て
き
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、

ど
の
よ
う
に
実
現
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
課
程
部
会
の
委
員
を
務
め
た 

上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
の
奈
須
正
裕
教
授
に
聞
い
た
。

本特集テーマの
next

上
智
大
学
　

総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科
　

教
授

奈
須
正
裕　
　

な
す
・
ま
さ
ひ
ろ

専
門
は
教
育
方
法
学
、
教
育
心
理
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
、

総
則
・
評
価
特
別
部
会
な
ど
で
、
新
学
習
指
導
要
領
の
策
定

に
か
か
わ
る
。『
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
、
著
書
多
数
。

学
び
の
質
を
高
め
る
学
習
形
態

と
し
て
示
さ
れ
た
２
つ
の
学
び

図１ 「主体的・対話的で深い学び」と
「個別最適な学び」「協働的な学び」

※中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目
指して（答申）」と、奈須教授への取材を基に編集部で作成。

指導の個別化
• 生徒個々の特性・学習進度・学

習到達度等に応じ、教師は必要
に応じた重点的な指導や、指導
方法・教材等の工夫を行う

→一定の目標をすべての生徒が達
成することを目指し、異なる方
法等で学習を進める

学習の個性化
• 生徒個々の興味・関心・キャリ

ア形成の方向性等に応じ、教師
は生徒一人ひとりに応じた学習
活動や課題に取り組む機会の提
供を行う
→異なる目標に向けて、学習を深
め、広げる

• 生徒個々のよい点や可能性を生
かし、生徒同士、あるいは地域
の人を始めとする、多様な他者
と協働する

→異なる考え方が組み合わさり、
よりよい学びを生み出す

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

学び
の質

学習
形態

個
別
最
適
な
学
び

協
働
的
な
学
び

一体的に充実
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る
と
、
生
徒
は
、
同
様
に
学
び
を
深
め

て
い
る
仲
間
の
考
え
を
聞
き
た
く
な
り

ま
す
。
そ
の
段
階
で「
協
働
的
な
学
び
」

を
設
定
す
れ
ば
、
自
身
の
考
え
と
の
す

り
合
わ
せ
の
中
で
生
じ
た
感
想
や
疑
問

を
率
直
に
伝
え
合
う
、
極
め
て
互
恵
性

の
高
い
学
び
が
生
じ
る
で
し
ょ
う
。
　

　「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的

な
学
び
」
を
繰
り
返
し
、
一
体
的
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
自
分
の
得

意
な
学
び
方
や
関
心
、
適
性
や
進
路
を

見
い
だ
し
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」を
実
現
さ
せ
て
い
く
の
で
す
。

　「
個
別
最
適
な
学
び
」「
協
働
的
な
学

び
」
の
実
現
に
際
し
て

参
考
に
な
る
の
は
、ア

メ
リ
カ
の
学
者
ロ
バ
ー

ト
・
ブ
ラ
ン
ソ
ン
が
提

唱
し
た
「
過
去
・
現
在
・

未
来
の
学
校
教
育
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
で
す
。
か

つ
て
は
、
教
師
が
一
方

的
に
知
識
を
教
え
て

き
ま
し
た
（
図
２
Ａ
）。

そ
れ
が
、
教
師
と
生
徒

や
生
徒
同
士
の
対
話
・

協
働
が
行
わ
れ
る
現
在

の
姿
に
な
り
ま
し
た
が

（
図
２
Ｂ
）、
教
師
を
介

し
て
知
識
が
生
徒
に
伝

達
さ
れ
る
流
れ
の
ま
ま

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

生
徒
が
知
識
に
自
由
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
、
生
徒
は
自
分
の
意
思
と
ペ
ー

ス
で
学
び
、
他
者
と
対
話
を
し
な
が
ら

問
い
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
あ
り
方
が

求
め
ら
れ
ま
す
（
図
２
Ｃ
）。
そ
の
よ

う
な
発
想
の
転
換
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
）
が
重
要
で
す
。

　
そ
う
し
た
授
業
で
教
師
が
す
べ
き
こ

と
は
、学
習
環
境
の
整
備
や
、
生
徒
が

持
つ
知
識
を
概
念
化
し
た
り
、
構
造
化

し
た
り
す
る
思
考
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。

教
師
が
教
え
な
け
れ
ば
生
徒
は
学
ば
な

い
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、そ
れ
は
違

い
ま
す
。人
間
は
、適
切
な
環
境
が
あ

れ
ば
、自
ら
問
い
を
持
ち
、学
び
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
具
体
的
な
授
業
の
方
法
の
１
つ
と
し

て
、「
単
元
内
自
由
進
度
学
習
」
を
紹

介
し
ま
す
。単
元
の
目
標
と
学
習
内
容
、

授
業
時
数
、
教
材
と
そ
の
使
い
方
を
伝

え
る
こ
と
で
、
生
徒
が
見
通
し
を
持
っ

て
、
自
分
の
好
き
な
方
法
と
ペ
ー
ス
で

学
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
学
習
が
早
く

終
わ
っ
た
生
徒
は
発
展
問
題
に
取
り
組

み
、
理
解
が
不
十
分
な
生
徒
は
教
師
が

支
援
す
る
。
そ
れ
は
、
教
育
の
平
等
・

公
正
の
保
証
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
た
だ
、そ
う
し
た
授
業
は
準
備
が
大

変
で
す
。ま
ず
は
年
間
数
回
の
実
施
で

よ
い
と
思
い
ま
す
。少
な
い
回
数
で
も

継
続
し
て
実
施
す
れ
ば
、生
徒
の
学
び

の
意
識
は
大
き
く
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

　
授
業
づ
く
り
で
は
、
教
科
内
で
学
習

目
標
や
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

共
有
し
た
上
で
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
、
実
施
す
る
単
元
や
授
業
時

数
、
授
業
の
進
め
方
、
教
材
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
単
元
ご
と
に
、
授
業
展
開
や
教
材
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
含
め
た
授
業
案
を
作

成
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
同
じ
教

科
で
も
専
門
領
域
が
異
な
る
教
師
が
い

る
の
が
、
高
校
の
特
徴
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
発
揮
し
な
が
ら
授
業
案

を
作
る
過
程
は
、
互
い
の
指
導
力
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ベ
テ
ラ
ン
教

師
か
ら
若
手
教
師
に
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
教
師
に

よ
る
「
個
別
最
適
で
、協
働
的
な
学
び
」

が
実
現
す
れ
ば
、
授
業
の
質
も
お
の
ず

と
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ 口頭伝承パラダイム
• 口頭による教師の経験

や知識の一方的な伝達。
• 生徒にとっての情報源

は教師。
• 生徒同士の相互作用は

ない。

B 現在のパラダイム
• 情報の伝達者及びゲート

キーパーとしての教師。
• 教師と生徒には相互作用

がある。
• 生徒間の相互作用は二次

的なもの。

C 情報技術パラダイム
• 知識データベース等に、生徒も

教師も等しくアクセスできる。
• 生徒間、生徒と教師間の相互作

用がある。
• 情報コントローラーとしての教

師は姿を消し、生徒と教師が知
識データベース等を取り囲む。

教
師
の
役
割
は
、
学
習
環
境
の

整
備
と
、
思
考
の
サ
ポ
ー
ト

教
師
が
各
自
の
持
ち
味
を
発
揮
し
、

授
業
の
質
を
向
上
さ
せ
る

経験 経験知識 知識

教師 教師

生徒 生徒 生徒

知識データベース
エキスパートシステム

教師

生徒 生徒

図２ 過去・現在・未来の学校教育のパラダイム

※奈須教授の提供資料を基に編集部で作成。Robert K. Branson 1990 Issues in the Design of 
Schooling : Changing the Paradigm. Educational Technology, Vol.30, No.4, 7-10.
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